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みんなが幸せを感じ  笑顔あふれる元気なまち広報

みなまた

休耕地に実った特産品と子どもたちの笑顔
水俣市は、
SDGs未来都市です

湯出小学校サラダ玉ねぎ収穫体験
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　5月2日、湯出小学校全校児童25人
が湯出地区の棚田でサラダ玉ねぎの収
穫を体験しました。この棚田は湯の鶴
棚田管理組合が休耕地（40アール）
を活用して植え付けたもの。収穫した
玉ねぎを児童たちは嬉しそうに1人２
キロずつ、ネットに詰めて持ち帰りま
した。
　渕上悠奈ちゃんは「収穫は楽しかっ
た。サラダ玉ねぎは辛くなくて大好
き」と話しました。  （5月2日撮影）

市長からのメッセージ 35

水俣市長　
髙岡 利治

　4 月 29 日から 5 月 22 日ま
でエコパーク水俣バラ園で行わ
れた「ローズフェスタ・春 2022」は新物産館のオープンも
併せ、多くの皆さまにご来場いただきました。満開のバラ
の中で写真を撮りながら見学される人、物産館でたくさん
のお土産を買われる人、また、各種スポーツイベント会場
からの大きな歓声など、久しぶりににぎわいのある大型連
休ではなかったかと思います。
　また、5月 11日、県と合同で「豪雨対応訓練」を行いま
した。シナリオなしの訓練でしたが、危機管理防災課の職
員と危機管理監を中心として、当番にあたっていた職員が
刻々と入ってくる被害状況に対応しながら、テキパキと情
報を処理する姿を見て頼もしく感じました。参加できなか
った職員も訓練を見学に来るなど、災害対応への意識の高
まりを感じました。
　近年、梅雨入りの時期が早くなり大雨への対応も増えて
きています。これから台風の時期が過ぎるまでは、気を抜
けない季節がやってきます。大雨・台風・地震などによる
被害が出ないよう、これからも防災対策に取り組んでまい
りますので、各ご家庭におかれましても、早めの準備を心
がけ災害に備えていただきたいと思います。
　今回の「豪雨対応訓練」に際し、ご協力をいただきまし
た自衛隊・水俣警察署・水俣消防署・水俣市消防団本部・
熊本県の皆さまには心より感謝申し上げます。

水俣市公式 LINE
市の最新情報や災害時の緊急情報
などを配信しています。
QRコードを読み込むと友だち登録画面が表示されます。
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湯出小学校サラダ玉ねぎ収穫体験
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道の駅みなまた
GRAND OPEN!!

　４月 23日、道の駅みなまたのグランドオープンを記念し
て、オープニングセレモニーやイベントを開催しました。
　ミナマータを利用した人は「おしゃれできれい。今度はカ
フェでお茶したい」、木のおもちゃ館きららを利用した人は
「雨の日も子どもと遊べる施設はありがたい、木のあたたか
みを感じる子育てによい環境」と話しました。

地場産の木材をふんだんに使った館内は、水俣を中心に周辺エリ
アから集めた特産品のセレクトショップです。
Tea Salon Mでは上質な紅茶や柑橘を使ったスイーツで素敵な
ティータイムをお楽しみいただきます。

赤ちゃんから楽しめる「よちよちゾーン」と、3 歳以上の未就学児～
小学校低学年を対象とする「ぞうきのひろばゾーン」にわかれています。
どちらも木の香りに包まれ、木製のすてきなおもちゃがいっぱいです。

1_関係者らによるテープカット　２_「きらら」の名付け親
大石香純さんへの記念品贈呈　３_水高定時制生徒が柑橘類
の詰め放題のお手伝い　４_グリルミナマータで魚介類を炭
火焼きで提供　5_4/29 ～ 5/22、隣接するバラ園でローズ
フェスタ・春 2022が開催され、多くの人でにぎわいました

■営業時間　10時～ 16時
■休業日　毎週水曜日、年末年始
■料金　子ども 100円
　　　　大人（市内）200円

■営業時間　9時～ 17時
■休業日　毎月第１水曜日、12月 31日
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水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式

患
者
・
遺
族
代
表 

祈
り
の
言
葉

尾
上
マ
ツ
ミ
さ
ん

　

私
が
漁
師
の
夫
、
尾
上
利
夫
と
結
婚
し

た
の
が
昭
和
45
年
12
月
で
し
た
。
そ
の
時

す
で
に
義
父
、
尾
上
利
平
は
寝
た
き
り
の

状
態
で
し
た
。
何
の
病
気
か
も
分
か
ら
ず
、

近
く
の
医
院
の
医
師
の
往
診
に
頼
り
、
お

任
せ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
串
木
野

に
漢
方
薬
の
有
名
な
薬
局
が
あ
る
と
聞
い

て
連
れ
て
行
っ
た
り
、
温
泉
が
良
い
と
聞

け
ば
連
れ
て
行
っ
た
り
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
快
方
に
向
か
う
こ
と
は
な
く
、
手
足

は
硬
直
し
た
ま
ま
、
昭
和
47
年
11
月
27
日

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
状
態
で
し
た
が
、
利
夫
の
長
男

の
顔
を
見
せ
た
時
の
喜
び
の
顔
は
、
言
葉

は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
忘
れ
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。

　

か
か
り
つ
け
医
か
ら
「
熊
本
大
学
病
院

で
解
剖
し
て
み
た
ら
」
と
の
勧
め
も
あ
り

連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
４
か
月
ほ
ど
経
っ

て
、
劇
症
型
の
水
俣
病
で
あ
る
と
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。
昭
和
47
、
48
年
頃
、
出
水

で
は
水
俣
病
と
い
う
噂
話
も
身
近
に
聞
こ

え
て
こ
な
い
頃
で
し
た
の
で
、
誹
謗
中
傷

は
あ
り
ま
し
た
が
、
義
父
の
死
後
、
同
じ

症
状
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
と
の 

思
い
で
、
水
俣
の
会
の
方
と
一
緒
に
、
活

動
し
て
き
ま
し
た
。
出
水
は
出
水
で
一
人

で
も
救
済
し
た
い
と
の
思
い
で
、
昭
和
51

年
に
水
俣
病
出
水
の
会
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
当
時
は
診
断
書
を
書
い
て
く
れ
る
病

院
は
、
熊
大
、
鹿
大
、
宮
之
城
の
病
院
と

数
え
る
ほ
ど
し
か
な
く
、
病
院
探
し
、
医

師
探
し
と
苦
労
し
ま
し
た
。 

昭
和
55
年
ご

ろ
か
ら
か
、
捕
っ
た
魚
を
売
る
こ
と
も
で

き
ず
、
捕
っ
て
き
て
も
廃
棄
処
分
に
す
る

し
か
な
く
、
収
入
も
激
減
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
認
定
申
請
の
手
続
き
な
ど
、
二

人
三
脚
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
の
政
治
解
決
策
で
出
水
の
会

は
団
体
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
団
体
加
算

金
か
ら
も
除
外
さ
れ
、
水
俣
簡
易
裁
判
所

と
熊
本
地
方
裁
判
所
と
裁
判
を
起
こ
し
ま

し
た
が
、
棄
却
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
11
月
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
患

者
さ
ん
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
思
い

で
、
活
動
を
再
開
し
、
熊
本
県
、
鹿
児
島

県
と
県
外
に
出
て
い
か
れ
た
人
た
ち
に
輪

が
広
が
り
、
会
員
数
４
千
名
の
方
々
の
手

助
け
を
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
回
目
の
政
治
解
決
を
目
指
し
、
役
員
、

会
員
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、 

国
、
熊
本

県
、
鹿
児
島
県
の
各
大
臣
、
代
議
士
の

方
に
東
京
ま
で
20
数
回
と
陳
情
に
出
向
き
、

平
成
23
年
に
二
回
目
の
政
治
解
決
を
成
し

遂
げ
ま
し 

た
。
色
々
お
力
添
え
を
頂
き
ま

し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
加
算
金
問
題
で
会
員
の
方
か

ら
平
成
25
年
９
月
に
裁
判
を
起
こ
さ
れ
ま

し
た
。
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
、
福
岡
高
等

裁
判
所
宮
崎
支
部
、
最
高
裁
判
所
ま
で
控

訴
さ
れ
ま
し
た
。
最
高
裁
の
判
決
が
出
た

の
が
令
和
元
年
６
月
。
９
年
間
と
い
う
長

い
戦
い
で
し
た
が
、
勝
利
を
勝
ち
取
る
こ

と
が
で 

き
ま
し
た
。

　

そ
の
当
時
、
夫
・
尾
上
利
夫
は
心
労

も
あ
り
、
明
水
園
に
入
院
中
で
し
た
の
で
、

早
速
報
告
に
行
き
ま
し
た
。
長
男
が
「
今

ま
で
父
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
き
た
事
は
間
違

い
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
勝
っ
た
ど
」
と
言
っ

た
時
に
、
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
い
た
顔
が
、

目
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
皆

様
方
の
お
役
に
立
て
た
事
を
、
本
人
も
空

の
上
で
喜
ん
で
い
る
事
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
う
し
て
慰
霊
式

を
執
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
事
に
、

ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
犠
牲
と
な
ら
れ
た
皆
様
、
安
ら

か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

尾上マツミさん
祈りの言葉

　

市
や
患
者
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委

員
会
が
５
月
１
日
、エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水

緑
地
で「
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
」を
行
い
ま

し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
、実
行
委
員
会

有
志
ら
約
20
人
が
参
列
。山
口
壯
環
境
大
臣
、

蒲
島
郁
夫
県
知
事
、木
庭
竜
一
チ
ッ
ソ
㈱
代
表

取
締
役
社
長
は
リ
モ
ー
ト
で
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
の
様
子
は
市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

ラ
イ
ブ
配
信
し
、水
俣
病
の
犠
牲
と
な
っ
た
全

て
の
生
命
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

髙
岡
市
長
は
式
辞
で
、自
身
と
多
く
の
職

員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
り
、 

縮
小
開
催
と
な
っ
た
こ
と
へ
の
お
詫
び
を
述

べ
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、リ
モ
ー
ト
の
活
用
な

ど
新
た
な
工
夫
を
し
な
が
ら
、水
俣
病
に
関

す
る
情
報
や
教
訓
を
正
し
く
伝
え
る
取
り
組

み
を
今
後
も
進
め
て
い
く
。今
後
は
、未
来
に

わ
た
っ
て
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
創

造
し
、『
み
ん
な
が
幸
せ
を
感
じ
、笑
顔
あ
ふ

れ
る
元
気
な
ま
ち
、

水
俣
』を
目
指
し
、

強
い
信
念
と
実
行

力
を
も
っ
て
、施
策

を
推
進
し
て
い
く
」

と
誓
い
ま
し
た
。

髙岡市長
式辞
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１_ 水俣病慰霊の碑　２_
黙とう　３_ 名簿納めの儀　　
4_ 穏やかな海　５_リモート
による祈りの言葉　６_参列
者による献花

１

２

３

６

  県代表
蒲島郁夫
　熊本県知事

  国代表
山口壯
　環境大臣

  チッソ㈱代表
木庭竜一
代表取締役社長

祈りの言葉（要旨）

　水俣病で尊い命を失われた人々の御霊に対し、全ての熊本県民とともに、謹んで哀悼の意を表します。水俣病の被
害の拡大を防ぐことができず、改めてその責任を深く自覚し、熊本県の知事として、心よりお詫びします。
　私は、初動対応の遅れで、被害拡大を防ぐことができなかった、水俣病に対する悔やみきれない反省と自戒の念を
持って、県政の課題に対応しています。県民の命と健康を守るため、あらゆる手段を尽くして迅速に対応する。初動対
応の重要性をしっかり胸に刻み、今後も県政に取り組んでまいります。私の政治の原点は、水俣病にあります。これか
らも水俣病の被害者の皆さまに寄り添いながら、水俣病問題の解決のために全力を尽くしてまいります。
　水俣病を経験した本県には、水俣病の歴史と教訓を、国内外、そして次世代へと伝えていく使命があります。次世代
を担う児童や生徒をはじめとするさまざまな人々への啓発や、世界に向けた情報発信にしっかりと取り組み、水俣病の
歴史や教訓を着実に継承してまいります。併せて、第七次水俣・芦北地域振興計画に基づき、国や市・町の皆さまと連
携しながら、地域の活力と魅力の向上に取り組んでまいります。
　これからも熊本県は水俣病問題に真 に向き合い、全力を尽していくことを誓います。

　当社は、この水俣の地で創業し、これまで水俣市・周辺市町村の皆さまに支えられ地域と共に歩みながら、今年で
１１4年を迎えることができました。しかしこの間に、当社の工場廃水に起因する水俣病を引き起こし、多くの人が犠
牲になったこと、地域の皆さまに多大なご迷惑をおかけしたことは、痛恨の極みであり、心よりお詫びします。
　当社は、これまで患者の皆さまに対する補償責任の完遂を経営の至上命題に掲げ、必死の努力を重ねてきました。
この補償責任の完遂は、今後も決して変わることなく継続していきます。
　新型コロナウイルス感染症やウクライナ情勢など、世界経済は一層混迷を深めており、スタートから11年を迎
えた事業会社 JNCの経営も依然として厳しい状況が続いております。ですが、当社グループは、水俣病の反省に
立ち、環境・安全に配慮しながら、豊かで健康的な生活と持続可能な社会の創出に向けた事業活動を進めています。
新型コロナウイルス感染症対策に貢献する製品の開発や安定供給に注力するとともに、カーボンニュートラル社会
への取り組みとして水力発電を積極的に推進し、当社の収益基盤の安定・強化に努め、患者補償責任の完遂と地域
社会の繁栄・発展に貢献します。また、患者の皆さまの安心な暮らしのため、関係自治体の施策にも協力していきます。

　政府を代表して、水俣病の拡大を防げなかったことを、改めて衷心よりお詫びします。
　2年連続で中止となっていた水俣病犠牲者慰霊式が、こうして開催されることとなり、私たちが改めて水俣病問
題と向き合い、またその歴史と教訓を引き継いでいくという観点で、大変大事なことだと考えます。
　環境省ではこれまで、補償や救済に努めるとともに、胎児性・小児性患者らへの医療・福祉サービスの提供や、
地域社会の絆の修復などのいわゆる「もやい直し」に取り組み、そして、環境に対する高い市民意識や自然を活かし、
環境負荷の少ないかたちでの地域づくりも後押ししてきました。こうした取り組みは、現在環境省が取り組む「地域
脱炭素」や「地域循環共生圏」の実現にもつながるものであり、その意味でも水俣病問題は環境省の原点です。
　また、2013 年には水俣市で「水銀に関する水俣条約」が採択されました。我が国では、国内における水銀対策
はもとより、アジア太平洋地域を中心に数多くの二国間・多国間協力事業を行っています。引き続き、水俣病の経
験と教訓を世界に発信し、 水銀による環境汚染や健康被害のない世界の実現に向けて取り組んでまいります。
　公害のない、持続可能で豊かな社会の実現を目指して、全力で取組を進めていくことを誓います。

1
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ステップ１ 「危険箇所を知る」
「水俣市災害避難地図（※）」で危険箇所を確認しましょう。 
※水俣市災害避難地図（ハザードマップ）は、市役所１階総
合案内所、３階危機管理防災課で配布しています。

ステップ２ 「避難先を考える」
危険を感じたらすぐに避難できるように、避難場所、避難
経路を考えておきましょう。指定された避難所に行くこと
だけが避難ではありません。状況に応じた最善の避難先
を考えておくことが大切です。

ステップ３  「避難する」
気象情報や市役所からの情報に注意し、危険や異常を感じ
たら直ちに避難しましょう。避難することがかえって危険な場
合は、室内で一番安全と思われる場所に避難しましょう。

災 害から身を守るために

警戒レベル 避難行動など 避難情報など

　　　　警戒レベル５
命が危険な状態です。直ちに安全を確保してくだ
さい。

緊急安全確保（市町村が発令）

　　　　警戒レベル４
　　　　（全員避難）

危険な場所にいる人は全員避難しましょう。 避難指示（市町村が発令）

　　　　警戒レベル３
　　　　（高齢者などは避難）

避難に時間を要する人（高齢者、障がいがある人、
乳幼児など）とその支援者は、避難をしましょう。

高齢者等避難（市町村が発令）

　　　　警戒レベル２
避難に備え、ハザードマップなどで、自分の避難
行動を確認しましょう。

洪水注意報、大雨注意報など
（気象台が発令）

　　　　警戒レベル１ 災害への心構えを高める 早期注意情報（気象台が発令）

高
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る
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。

　国は、水害・土砂災害について、住民の皆さんが主体的に避難行動を開始し、避難のタイミングが理解し
やすいように、市町村が出す避難情報を５段階にしています。警戒レベルごとの避難行動などは、表のとおり
です。

警報レベルに応じた避難行動を！
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避難所での新型コロナウイルス感染症対策
　新型コロナウイルス感染症が拡大する状況で災害が発生し、避難場所を開設する場合には、
感染症対策に万全を記すことが重要となっています。また、避難所など密集した環境での集団
生活により、感染が拡大するリスクが高まります。
　水俣市でも感染拡大を防止するため、十分な換気やスペースの確保など、感染リスクの軽減
を図って避難所を開設しますが、市民の皆さんも、自分ができる感染防止対策をしていただく
ようお願いします。

　近年、気候変動により水害が激甚化・頻発化して
おり、令和元年東日本台風（台風第19号）では、洪
水浸水想定区域の指定対象ではない中小河川でも、
多くの浸水被害が発生しました。
　県では、中小河川での洪水浸水想定区域図の作
成を進め、令和4年3月には県内全ての中小河川で
浸水区域の指定を完了しました。

洪水浸水想定区域図（想定最大規模）を作成しました

▲水位周知河川におけ
る洪水浸水想定区域

▲水位周知河川以外
の河川における洪水
浸水想定区域

詳しくは県ホームページを確認してください。

感染防止対策例

❶ 在宅避難
　自宅での安全確保が可能な人は、感染リスクを負ってまで避難所に行く必要はありま
せん。また、安全である親戚・知人の家に避難することも考えておきましょう。

❷ 手洗い・咳エチケットなどの基本的な感染対策の徹底
　マスクや身の回りの清潔品など（体温計、消毒液、タオル、歯ブラシなど）を携行しまし
ょう。また、受付時に体調確認（検温、発熱・咳の有無の聞き取り）をします。倦怠感や発熱
がある人は、係員の指示に従ってください。

❸ 十分な換気の実施、スペースの確保など
　避難所内では十分な換気に努めるとともに、避難者が十分なスペースを確保できるよ
う留意しますので、皆さんのご協力をよろしくお願いします。



広報みなまた 2022 年 6月号 8

防災特集　大雨などによる災害に備える

自分の身を守るために情報収集しよう

　防災行政無線を手元で聞くことができる受信機で、「もしも」
のときに備え、皆さんの生命と財産を守るためのものです。
　市では、防災行政無線の戸別受信機を無償で貸与していま
す。希望する人は、危機管理防災課窓口に「借受申請書」を提出
してください。後日、担当者が取り付けに行きます。

　水俣市防災ハザードマップには、災害が発生した場合の市内の危険
箇所や避難場所をはじめ、災害発生時の自分たちがとるべき行動、避
難するときの注意点などが掲載されています。日頃からしっかりと確認
して、「もしも」のときに備えましょう。
　ハザードマップは、市役所１階総合案内と３階危機管理防災課で配布
しています。

※受信機が壊れたときの交換や、屋外アンテナの設置工事の費用は原則、市が負担します。
※故意による破損などは、費用を負担してもらう場合があります。
※防災行政無線は、☎ ６２－６２２２、火災の場合は、☎ 63－6666で内容を確認することができます。

水俣市防災ハザードマップ

防災行政無線の戸別受信機

防災行政無線の訓練を行います

Ｊアラートで受信した情報を防災行政無線で
自動的に放送できるか確認を行うためのもの
です。
訓練当日は、市内全域に訓練放送が流れます
ので、机の下に隠れるなど、身を守る行動を
とり、実際の地震に備える行動をとってくだ
さい。

○ 6月 15日㈬　10時～
○ 11月 2日㈬　10時～

地震・津波や武力攻撃などの発生に備
え、Ｊアラートで受信した情報を防災
行政無線で自動的に放送を行い、市民
の皆さまに情報を伝達する訓練です。
（1分程度）

〇 8月 10日㈬　11時～
〇 11月 16日㈬　11時～
〇令和 5年 2月 15日㈬　11時～

J アラート全国一斉伝達訓練 シェイクアウト訓練（緊急地震速報訓練）
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令和３年度

市政報告会

Q A＆
　令和３年 11月末から12月にかけて、市内 15カ
所で開催した市政報告会で出された市民の皆さんか
らの質問について市政全般に関する事柄をQ&Aで
まとめました。
　併せて、新年度事業の方向性も紹介していますの
で、ご理解とご協力をお願いします。

市民の皆さんからの質問に回答します

市が描く「外貨を稼ぐ」とは具体的にどのよ
うな考えかQ

　　　人口減少が進む中で、市民の生活を豊かにする
　　　ためには、市外の所得や売上＝「外貨」を獲得
することが重要である。
個人であれば、市外で働き、給与収入を得ている人に
水俣に転入して水俣市民になってもらうこと。企業であ
れば、市内に本社を置きながら、市外に営業所を構え、
市外の仕事を受注すること。
いずれも、外貨を獲得し、経済的に持続可能な水俣市
を目指す。

A

企業の人材不足が叫ばれているが、どのよ
うに対応していくかQ

　　　市内企業に就職する転入者に奨学金返済の一部
　　　を支援する制度を創設した。市内企業の人材確
保につなげていきたい。
また、市外への人材流出の抑制のため、高付加価値で
高賃金の雇用を増やすことも重要であり、新たな設備投
資や新商品の開発などに取り組む企業を支援していきた
い。

A

スポーツコミッションの狙いと、リニューアル
した道の駅の活用はどのように考えているかQ

　　　「スポーツコミッション」は、本市の優れたスポー
　　　ツ資源である「エコパーク水俣」を中心に、行政
と民間が連携してスポーツ大会や合宿を誘致し、交流人
口の増加とともに地域の活性化を図るもの。市内での
宿泊、飲食、買物を促進し、市内に経済効果を生み出す。
併せて、地域のスポーツ団体との交流などを通じて、ス
ポーツ振興を目指す。
「道の駅みなまた」については、観光や物産など地域情
報を発信する拠点施設として活用することで市内観光へ
促し、「活力生まれる水俣」を目指す。

A

スポーツの大会を誘致するために、合宿所が
あれば良いと思うが、どのように考えているかQ

　　　まずは既存の施設を活用し、合宿利用のニーズ
　　　に対応したい。今後、大型のスポーツイベントや
大会の誘致に向けて、宿泊室数を増やす投資の必要性
を宿泊業者などと議論していきたい。

A

農家も高齢化しており、農業の担い手がい
なくなる。どのような対策を考えているかQ

　　　農業後継者に対する経営継承の取り組みや、労働
　　　力不足を補完するための農作業受託の取組みに
対して支援を行っている。
また、新たに果樹栽培を希望する人に対しては、経営開
始に必要な樹園地を離農者から一時的に引き受け、新
規就農者へ紹介するなど、就農者のニーズに合わせた
支援を行っている。

A

農家は鳥獣被害に悩まされている。鳥獣害
対策にはどのように取り組んでいるかQ

　　　集落ぐるみの被害防止対策について、研修会を
　　　開催するとともに、今年度は、電気柵などの購
入費や、有害鳥獣捕獲に係る補助金を増額し、より一層、
生産者のニーズに合わせた有害鳥獣対策を実施していく。

A

旧かっさい市場の活用はどのように考えてい
るかQ

　　　旧かっさい市場は、市有地にあるが、あしきた農
　　　業協同組合が地域からの要望で建設したもので
あるため、まずは、あしきた農業協同組合と今後の活用
について協議を進めるとともに、地域住民（東部地域振
興協議会）や市の関連部署と連携して活用方法を検討し
ていく。

A

① 経済・産業分野
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子育て世帯への支援についてどのように取
り組んでいくのかQ

　　　これまで、こどもセンターの機能充実や１８歳未
　　　満の第３子などへの副食費助成、国基準の保育
料からの負担軽減、学校給食費の助成、子ども医療費
やインフルエンザ予防接種の無償化など、市独自の施
策を実施してきた。
子育て世帯への支援は重要であり、令和 4年度も継続
して取り組んでいく。

A

② 教育・文化分野
子どもたちの学力向上に向けてどのような取
り組みを考えているか。Q

　　　教育委員会と各小中学校で、子どもたちの学力を
　　　向上させるための課題を共有する。そのうえ
で、それぞれの子どもが持っている能力と可能性に応じ
た「学びの保障」、教員一人一人の「授業力向上」を目
指す。
各校の研究主任教諭で構
成する「学校教育改革プ
ロジェクト」の中で具体的
な検討を進め、その成果
を各校に広げていくことで
市全体の学力向上を図る。

A

市内に閉校した学校施設があるが、その後
の活用はどのように考えているか。Q

　　　光回線が市内全域に行きわたったことで、リモー
　　　トオフィスやワーケーション用の施設として活用で
きる可能性もある。旧深川小学校については、今年４月
から水俣市企業支援センター深川分室として、事業者の
活動拠点に活用している。他の学校施設についても利
活用に向けさまざまな可能性を検討していきたい。

A

市内各学校の特色ある学校づくりの取り組
み発信はどのような考えを持っているかQ

　　　各学校の特色を情報発信していくことは重要であ
　　　る。まずは、市ホームページと学校ホームページ
をリンクさせたり、広報紙で定期的に各校の取り組みを
紹介するなど、新たな情報発信に取り組んでいきたい。

A

高齢者への支援についてはどのように取り
組んでいくのかQ

　　　令和３年９月から７５歳以上と障がいがある人を対
　　　象にみなくるバスの無償化を開始しており、令和
４年度も引き続き実施していく。
高齢者の地域での見守り活動については、ネットワーク
を構築するため、令和４年３月に市内の６つの民間事業
者と５つの見守り関係機関とで「水俣市見守り協定」を
締結した。
今後もさまざまな業種との連携を進め、さらに見守りの
目を増やし、地域社会全体で支援する体制を構築する。

A

市が進めるオンライン診療の実現に向けた
取り組みはどのようなものかQ

　　令和2年 10月に遠隔医療システムなどを開発す
　　　るAMI ㈱（本社：市内）と市立総合医療センタ
ー、市の3者でICT技術の活用などに関する包括的連携・
協力協定を締結した。
AMI ㈱が開発する遠隔医療システムとくまもとメディカ
ルネットワークの医療インフラを活用し、山間地と市街
地の病院、身体的な理由で移動が困難な人が住んでい
る場所と病院をオンラインで結ぶオンライン診療などの
実証を進めている。
今後、民間の医療機関や介護
施設などとも連携を進め、だ
れでも、どこに住んでいても、
質の高い診療が受けられる医
療環境を構築し、住み慣れた
場所で安心して暮らし続けら
れる地域にすることを目指す。

A

山間部で予定されている風力発電建設の計
画について、どのように考えているかQ

　　　現在、事業者が環境アセスメントに基づき調査を
　　　している段階である。
環境アセスメントの担当は環境省と県となっている。今
後事業者から出される予定の環境影響評価準備書を精
査し、環境影響面での疑問を市長意見として提出するな
ど、可能な限り生活環境影響の低減を図るよう県に意見
を伝えていく。また、事業者には、事業とアセスメント
について住民に丁寧に説明をするようお願いしている。

A

③ 福祉・医療分野④ 環境分野
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土砂災害防止について、山林を開発して太陽光パ
ネルを設置する業者への指導はどうしているかQ

　　　業者には、説明会の開催などによって、まずは地
　　　元住民に丁寧な説明を行うよう伝えている。ま
た、災害や濁水の流出防止のための対策はしっかりする
よう指導や要請を行っており、濁りがひどい場合は、別途、
改善策を出してもらうよう指導している。

A

市内で伐採が進んでいるが、土砂災害防止の
ために、業者にどのような指導がされているかQ

　　伐採の際は、事前に伐採届を提出してもらい、所
　　　有者や伐採業者に土砂災害防止などに配慮した
作業をお願いしている。
伐採作業期間中も現地を確認し、必要に応じて業者を指
導しており、今後も引き続き取り組んでいく。

A

南九州西回り自動車道が出水までつながれば、
観光客など市外へ流出するのではないかQ

　　　西回り自動車道は日奈久インターより南は無料と
　　　なっているので、エコパーク水俣や温泉地などを
目的地として、一度水俣 ICで降り、市内を観光するよ
うな取り組みを進めることが重要である。
立ち寄るポイントとその魅力を向上させることで周辺地
域から人を呼び込んでいく。

A

みなくるバスや乗合タクシーの充実に対して
どのように考えているかQ

　　　みなくるバスについては運賃無償化後、利用者
　　　が増加しており、着実に成果が出ている。
山間部の一部では、スクールバスも活用している。
乗合タクシーについては、予約制 (オンデマンド)によ
る運行などを含め、利便性と効率性の向上に向けた検討
を進めていく。

A

移住・定住人口の拡大について、空き家の
活用を含め、どのような対策を考えているかQ

　　　転入者のための新たな補助制度を３つ創設した
　　　(広報みなまた5月号掲載 )。
空き家バンクも引き続き充実させながら、新制度の周知
と活用を図っていく。

A

高齢化で粗大ごみのゴミ出しが大変になってお
り、時代の変化に応じた対応をお願いしたいQ

　　　分別の数を増やすことが目的ではないので、時代
　　　に即して方法を見直すことは必要と考える。高齢
化が進み、ゴミ出しに限らずこれまでできたことができ
ない状況になっていくことが想定されるので、その都度
丁寧に対応していく。

A

　　　一人暮らしの高齢者が多い中で、デジタル化が
　　　進むと情報を受け取りにくくなるが、どのよう
に考えているか
Q
　　　ホームページやＳＮＳの活用によるデジタル化の
　　　推進を図りながら、紙媒体での必要な情報伝達
は維持する。また、「スマホ教室」などを開催し、高齢
者にもデジタル化のメリットを感じてもらい、スムーズに
移行できるように支援していく。

A

ＳＮＳを活用した、市民への情報発信はどのよ
うな取り組みを行っているかQ

　　　今年４月から市公式 LINEによる、市のイベントや
　　　災害情報などの情報発信を始めた。
今後、利用者が市ホームページに掲載される新着情報
の中から、受け取りたい情報の受信設定ができるよう、
ホームページと市公式 LINEを連動させるシステム改修
を行い、利便性の向上を図っていく。

A

　　　高齢化とともに、地域の世帯数が減少してい
　　　る。自治会組織も高齢者で運営しているが、
自治会組織運営をどのように考えているか
Q
　　　自治会組織は、行政からの押し付けで形を変える
　　　ものではないので、各自治会の意見を尊重しながら、
地域に合った組織づくりを、一緒に考えていきたい。
A

Q
　　　財政収支が悪化して、貯金（財政調整基金）を切
　　　り崩してしのぐ状況に陥っていたためである。
さまざまな行政需要が増加する中、長年にわたり事務事
業の抜本的な見直しがなされてこなかったことが要因と
考えるが、単なる緊縮財政ではなく、真に必要なものを
見極めた選択と集中を徹底し、市民の暮らしを守りなが
ら、市の将来を見据えた市政運営を行っていく。

財政健全化をすることになった原因は何か

A

⑤ 生活基盤分野⑥ 行政経営分野
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まちのわだい

桜とともに成長を願って
伊藤園㈱が湯の児チェリーラインへ桜を植樹

被災地を元気に！
アマチュアバンドが復興支援

園児のお散歩コースが安全に
袋地区の歩道整備完了

　

国
道
３
号
水
俣
市
袋
歩
道
整
備

事
業
の
完
了
を
記
念
し
、市
と
国
土

交
通
省
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
が
、

完
成
お
披
露
目
会
を
開
催
。髙
岡
市

長
、金
子
恭
之
大
臣
の
他
、水
俣
さ

く
ら
保
育
園
と
み
ど
り
の
森
こ
ど

も
園
の
園
児
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
の
園
児
の
交
通
死
亡

事
故（
滋
賀
県
大
津
市
）な
ど
が
き

っ
か
け
と
な
り
、対
策
必
要
箇
所
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。今

回
、両
園
の
園
児
の
お
散
歩
コ
ー
ス

に
も
な
っ
て
い
る
横
断
歩
道
の
２
箇

所
で
、待
機
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
溜
ま

り
空
間
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
で
「
第
10
回

東
日
本
・
第
５
回
熊
本
震
災
支
援

コ
ン
サ
ー
ト
〜
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
に
で
き
る
こ
と
〜
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
３
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

被
災
地
支
援
を
目
的
と
す
る
こ

の
催
し
に
は
、
賛
同
し
た
た
く
さ

ん
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が
市
内

外
か
ら
参
加
。
司
会
は
か
な
ぶ
ん

や
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

　

入
場
無
料
で
会
場
に
は
募
金
箱

を
設
置
。
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
震

災
や
豪
雨
な
ど
の
被
災
地
へ
全
額

寄
付
さ
れ
ま
す
。

4/10 4/2

4/14

　

㈱
伊
藤
園
が
「
わ
た
し
の
街
の
未

来
の
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
、

害
虫
に
強
く
寿
命
は
１
０
０
年
と
言

わ
れ
る
陽
光
桜
10
本
を
和
田
岬
公
園

付
近
の
道
路
沿
い
に
植
樹
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
令
和
２

年
発
売
、「
お
〜
い
お
茶
緑
茶
」
（
桜

パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
の
売
上
の
一
部
を
桜

の
保
全
活
動
に
寄
付
す
る
も
の
。
過

去
に
は
、
湯
の
児
チ
ェ
リ
ー
ラ
イ
ン

も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
南
九
州
地
区
天
本
博
文
営
業

部
長
は
「
若
木
が
す
く
す
く
育
つ
よ

う
に
、
子
ど
も
た
ち
と
市
も
未
来
へ

成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲完成した溜まり空間で、安全に信号待ちをする園児ら

外国人も住みやすいまちへ
日本文化や習慣を伝える講座が開講

4/16

　

市
は
、
市
役
所
で
地
域
日
本
語
教

室
「
み
な
も
ん
く
ら
ぶ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
水
俣
国
際
交
流
協
会
会
員

な
ど
の
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
が
講
師
と

な
り
、
市
内
に
住
む
外
国
人
を
対
象

に
日
本
の
文
化
や
習
慣
を
紹
介
し
、

日
本
の
季
節
や
文
化
な
ど
の
悩
み
相

談
や
、
生
活
す
る
上
で
重
要
な
こ
と

な
ど
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
外
国
人
５
人
が
参
加
。

端
午
の
節
句
に
つ
い
て
紹
介
し
、
新

聞
紙
で
か
ぶ
と
作
り
を
す
る
な
ど
、

文
化
に
親
し
み
、
交
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
毎
月
開
催
予
定
で
、

参
加
者
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

▲髙岡市長（左）、天本営業部長（右）らによって桜を植樹

▲市内を拠点に活動するロックバンド Peace Tone Rocket's

▲外国人の皆さんの、日本での暮らしをサポートをします！
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水
俣
川
漁
業
協
同
組
合
は
、
市
内

の
川
の
61
カ
所
で
、
３
日
間
に
わ
た

り
、
約
10
セ
ン
チ
程
度
の
ア
ユ
の
稚

魚
約
20
万
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
自
然
保
護
の
た
め
に
同
漁
協

が
毎
年
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
市
と
Ｊ
Ｎ
Ｃ
㈱
協
力

の
も
と
、
深
川
松
山
鉄
橋
下
で
、
葛

渡
小
学
校
の
児
童
14
人
が
稚
ア
ユ
の

放
流
を
体
験
。
児
童
は
「
小
さ
な
ア

ユ
を
上
手
に
流
す
こ
と
が
で
き
た
」

と
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。
ア
ユ

漁
の
解
禁
と
な
る
６
月
に
は
大
き
さ

約
18
セ
ン
チ
程
度
に
な
り
、
釣
り
人

た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

4/21

スポーツを通して知的障がいのある人の
社会参加と体力向上をサポート

4/24

　

市
立
総
合
体
育
館
で
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
競
泳
コ
ー
チ
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
は
、

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
へ
ス
ポ
ー
ツ

機
会
の
提
供
を
通
し
て
社
会
参
加
と

体
力
向
上
を
促
す
国
際
組
織
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

チ
資
格
取
得
の
た
め
県
内
外
か
ら
14

人
が
参
加
し
、
実
技
を
受
講
。
こ
の

他
に
も
、
障
が
い
者
の
理
解
と
競
技

知
識
の
講
習
が
必
要
で
す
。
水
俣
事

務
局
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
陸
上

で
も
ア
ス
リ
ー
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
チ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▲講師のアスリートへの指導を見学し、注意点などを学びました ▲位記を受け取った妻の古川保子さん（左）

長年消防業務に尽力
故・古川廣光さんへ叙位を伝達

4/21

　

長
年
、
消
防
業
務
に
尽
力
し
て
き

た
、
故
・
古
川
廣
光
さ
ん
（
元
水
俣

芦
北
消
防
本
部
消
防
長
）
に
正
七
位

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
川
さ
ん
は
昭
和
37
年
に
消
防
署

へ
入
署
し
、
消
防
人
と
し
て
地
域
へ

貢
献
。
平
成
13
年
に
消
防
長
へ
就
任

後
は
、
職
場
環
境
の
整
備
や
関
係
機

関
と
の
連
携
の
向
上
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
自
治
会
長
を
務
め
た
経
験
も

あ
り
、
職
員
や
地
域
か
ら
の
信
頼
も

厚
い
人
柄
で
し
た
。

　

伝
達
式
に
出
席
し
た
妻
・
保
子
さ

ん
は
「
支
え
て
く
れ
た
周
り
の
人
に

感
謝
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

おいしいお茶ができました！
みなまた茶新茶出荷報告会

4/19

　

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
茶
部
会
高
橋
亮

治
部
会
長
ら
が
今
年
の
み
な
ま
た

茶
新
茶
の
出
荷
が
始
ま
る
こ
と
を

髙
岡
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

一
番
茶
は
霜
な
ど
の
影
響
は
な

く
順
調
に
生
育
し
、
冬
場
の
冷
え

込
み
で
、
十
分
休
眠
の
取
れ
た
良

質
な
お
茶
が
で
き
た
そ
う
。
４
月

21
日
か
ら
入
札
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

高
橋
部
会
長
は
「
み
な
ま
た
茶

が
更
に
広
ま
る
よ
う
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
し
て
い
き
た
い
」
、
髙
岡

市
長
は
「
新
し
く
な
っ
た
道
の
駅

を
核
に
、
地
元
特
産
品
を
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲稚アユは川の石に引っ掛かりながらも、元気に泳いでいきました ▲みなまた茶新茶を皆さんもご堪能ください！

元気に大きく育ってね♪
葛渡小 稚アユの放流体験
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市からのお知らせ
　

傍
聴
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
た
め
、
市
内
在
住
者
に
限

定
し
、
マ
ス
ク
着
用
、
人
数
制
限
（
本

会
議
は
20
人
な
ど
）、
検
温
を
し
ま
す
。

本
会
議
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
視
聴
で
き
ま
す
。

■
期
間　

６
月
２
日
㈭
〜
23
日
㈭

◆
一
般
質
問

■
日
時　

６
月
14
日
㈫
〜
16
日
㈭　

９

時
30
分
〜

■
場
所　

市
役
所
４
階
議
場

◆
委
員
会

■
日
時　

６
月
17
日
㈮
・
20
日
㈪

■
場
所

市
役
所
４
階
委
員
会
室
１
他

問
議
会
事
務
局
☎
61
・
１
６
６
１

■
対
象
者　

市
内
で
中
小
企
業
者
と
し

て
創
業
を
行
う
者
で
次
の
要
件
を
満
た

す
も
の

○
特
定
創
業
支
援
等
事
業
の
支
援
を
受

　

け
た
こ
と
に
つ
い
て
の
証
明
書
の
交

　

付
を
受
け
る
こ
と

○
開
業
の
届
出
ま
た
は
法
人
登
記
を
行

　

う
こ
と

○
創
業
か
ら
３
年
間
継
続
し
て
事
業
を

　

行
う
見
込
み
が
あ
る
こ
と

○
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど

■
対
象
事
業　

製
造
業
、
建
設
業
、
運

輸
業
、
卸
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売

業
な
ど

■
対
象
経
費

○
創
業
時
準
備
経
費　

人
件
費
、
設
備

　

費
、
原
材
料
費
、
知
的
財
産
権
等
関

　

連
経
費
、
広
報
費
な
ど

○
事
業
所
借
入
費　

事
務
所
、
店
舗
、

　

工
場
な
ど
の
借
入
れ
に
要
す
る
経
費

■
補
助
金
額

○
創
業
時
準
備
経
費　

対
象
経
費
の
２

　

分
の
１
以
内
で
上
限
50
万
円

○
事
業
所
借
入
費　

対
象
経
費
の
２
分

　

の
１
以
内
で
上
限
月
額
３
万
円
・
通

　

算
12
カ
月
（
商
店
街
加
入
の
場
合
は

24
カ
月
）

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
。

問
水
俣
市
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
62
・

０
６
３
９

市からの
お知らせ

◆税務課
　市民税係☎61-1610
　固定資産税係☎61-1620
　収納対策室☎61-1630
◆市民課
　戸籍住民係☎61-1611
　年金医療保険係☎61-1633
◆環境課
　環境もやい推進係☎61-1612
　環境衛生室☎61-1613
　環境クリーンセンター☎62-4101
◆いきいき健康課
　健康推進室☎62-3028
　高齢介護支援室☎63-3051
◆福祉課
　総務係☎61-1640
　障がい福祉支援係☎61-1650
　子ども子育て支援室☎61-1660
　生活支援係☎61-1670
◆都市計画課建築住宅室☎61-1621
◆土木課道路公園管理室☎61-1625
◆上下水道局給水サービス係☎63-2604
◆教育総務課
   総務係☎61-1638
   学務係☎61-1636
※その他の窓口は☎63-1111 へ
　お尋ねください。

（4月末日現在）

前月比 前年
同月比

人口 人

男性 人

女性 人

世帯数 世帯

人の動き

補
助
金

創
業
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す

市からの
お知らせ

◆税務課
　市民税係☎61-1610
　固定資産税係☎61-1620
　収納対策室☎61-1630
◆市民課
　戸籍住民係☎61-1611
　年金医療保険係☎61-1633
◆環境課
　環境もやい推進係☎61-1612
　環境衛生室☎61-1613
　環境クリーンセンター☎62-4101
◆いきいき健康課
　健康推進室☎62-3028
　高齢介護支援室☎63-3051
◆福祉課
　総務係☎61-1640
福祉支援室（障がい者支援）☎61-1650
　　　　　　（子育て支援）☎ 61-1660
　生活支援係☎61-1670
◆都市計画課建築住宅室☎61-1621
◆土木課道路公園管理室☎61-1625
◆上下水道局給水サービス係☎63-2604
◆教育課　学校教育室☎61-1636

※その他の窓口は☎63-1111 へ
　お尋ねください。

（4月末日現在）

前月比 前年
同月比

人口 22,963人 ▲ 32 ▲ 493

男性 10,718人 ▲ 19 ▲ 214

女性 12,245人 ▲ 13 ▲ 279

世帯数 11,334世帯 0 ▲ 153

人の動き

議
会

水
俣
市
議
会

６
月
定
例
会
の
日
程

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載したイベントなど
が中止・延期となる場合があります。
　詳しくは各イベントの主催者に問い合わせてください。
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★水俣市ホームページ
　https://www.city.minamata.lg.jp
　または左のQRコードをスマートフォンで読み込むとアクセスできます

補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
事
前
調
査

に
申
し
込
み
、
補
助
対
象
か
ど
う
か
の

判
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
申
請
の
流
れ　

事
前
調
査

（
補
助
対
象
の
有
無
の
判
定
）
↓
補
助

金
の
交
付
申
請
↓
補
助
金
の
交
付
決

定
↓
解
体
工
事
↓
工
事
の
審
査
・

現
地
調
査
↓
補
助
金
額
の
確
定
・
支

払
い

※
解
体
工
事
は
12
月
９
日
㈮
ま
で
に
完

了
し
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
条
件

○
老
朽
危
険
空
き
家
で
あ
る
こ
と
（
事

　

前
調
査
で
判
断
し
ま
す
）

○
申
込
者
が
、
所
有
者
も
し
く
は
相
続

　

人
で
あ
る
こ
と
（
法
人
は
対
象
外
）

○
申
込
者
に
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

○
共
有
名
義
ま
た
は
、
複
数
人
の
相
続

　

権
利
で
あ
る
場
合
は
、
共
有
者
全
員

　

ま
た
は
相
続
権
利
者
全
員
の
同
意
が

　

得
ら
れ
て
い
る
こ
と

■
対
象
物
件
例

○
柱
や
梁
の
腐
朽
、
変
形

○
屋
根
葺
き
の
剥
離
、
雨
漏
り

○
床
が
浮
く
、
外
壁
材
の
剥
離
な
ど

※
周
辺
環
境
（
隣
地
、
道
路
、
河
川
）

に
影
響
が
及
ぶ
も
の
が
補
助
対
象
。

■
補
助
金
額　

空
き
家
の
解
体
お
よ
び

そ
の
処
分
に
必
要
な
費
用
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
50
万
円
）

■
募
集
予
定
件
数　

先
着
10
件
程
度

■
申
込
期
間　

６
月
15
日
㈬
〜
７
月
15

日
㈮　

問
地
域
振
興
課
☎
61
・
１
６
０
７

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
長

期
化
す
る
中
、
物
価
高
騰
な
ど
に
直

面
す
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、

特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者　

○
令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

　

を
受
給
し
て
い
る
人

○
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
こ

　

と
に
よ
り
、
令
和
４
年
４
月
分
の
児

　

童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
人

○
令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

　

を
受
給
し
て
い
な
い
が
、
新
型
コ
ロ

　

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
家
計

　

が
急
変
し
直
近
の
収
入
が
児
童
扶
養

　

手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
と
同
じ
水

　

準
に
下
が
っ
た
人

■
給
付
額　

児
童
一
人
当
た
り
５
万
円

※
詳
し
く
は
、
広
報
み
な
ま
た
７
月
号

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
福
祉
課
☎
61
・
１
６
６
０

　

市
で
は
、
令
和
４
年
か
ら
児
童
手
当

の
受
給
者
の
現
況
を
公
簿
な
ど
で
確
認

す
る
た
め
、
現
況
届
の
提
出
が
原
則
不

要
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
一
部
の
受
給
者
は
、
引
き

続
き
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
提

出
が
必
要
な
人
に
は
、
市
か
ら
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

■
現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
人

○
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ
り
、

　

住
民
票
の
住
所
地
と
異
な
る
市
区
町

　

村
で
受
給
し
て
い
る
人

○
支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
が
な
い
人

○
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
し
て

　

い
る
人

○
そ
の
他
、市
か
ら
提
出
の
案
内
が
あ
っ

　

た
人

■
申
込
期
限　

６
月
30
日
㈭
必
着

■
提
出
に
必
要
な
も
の　

下
表
参
照

※
現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
人
で
、
６

月
23
日
㈭
を
過
ぎ
て
も
書
類
が
届
か
な

い
場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

★
所
得
額
に
よ
り
、
児
童
手
当
が
支
給

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

令
和
４
年
６
月
１
日
施
行
の
児
童
手

当
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
10
月
支
給

分
か
ら
所
得
上
限
限
度
額
が
設
け
ら
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
の
所
得
額
が
所
得
上
限
限

度
額
を
超
え
る
場
合
は
、
児
童
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
扶
養
親
族
な
ど
の
数
に
よ
っ
て
、
所

得
上
限
限
度
額
は
変
わ
り
ま
す
。　

問
福
祉
課
☎
 61
・
１
６
６
０

子
育
て

「
児
童
手
当
現
況
届
」
の
提
出
が

原
則
不
要
と
な
り
ま
し
た
！

必要書類など 備考

別居監護申立書 受給者である父母などと児童が別居して
いる場合は、児童の個人番号が必要です

生計維持申立書 父母以外が児童を養育している場合のみ

委任状と委任を
受けた人の身元
確認ができるも
の

受給者以外の人が現況届の手続きをする
場合、委任を受けた人のマイナンバー
カード、免許証、パスポートなどの写し
が必要です

（表）　提出に必要なもの

※この他にも、児童の監護状況により、書類の提出が必要な場合
があります。

低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
へ
生
活

支
援
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
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納
税
通
知
書
が
届
い
た
際
は
内
容
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
市
県
民
税
の
納
付
方
法

○
給
与
特
別
徴
収（
給
与
か
ら
の
天
引
き
）

　

勤
務
先
の
事
業
所
が
、
毎
月
の
給
与

　

か
ら
天
引
き
し
て
納
付
し
ま
す
。
事

　

業
所
か
ら
「
給
与
所
得
等
に
係
る
市

　

民
税
・
県
民
税
特
別
徴
収
額
の
決
定
・

　

変
更
通
知
書
」
が
配
布
さ
れ
る
の
で
、

　

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
年
金
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　

公
的
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
は
、
前
年
中
に
公
的
年
金
を
受

　

給
し
、
４
月
１
日
現
在
も
受
給
す
る

65
歳
以
上
の
人
で
す
。

※
年
金
特
別
徴
収
税
額
が
、
公
的
年
金

の
年
額
を
超
え
る
場
合
な
ど
は
年
金
特

別
徴
収
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

○
普
通
徴
収
（
納
付
書
、
口
座
振
替
）

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
支
払
い

　

を
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
は
、

　

納
期
限
前
の
27
日
（
金
融
機
関
が
休

　

日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。

問
税
務
課
市
民
税
係
☎
61
・
１
６
１
０

　

納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
税
務
課
収
納
対
策
室
☎
61・１
６
３
０

★
北
海
道
知
床
に
お
け
る
自
然
保
護
活
動

　

長
年
、世
界
遺
産
で
あ
る
北
海
道

知
床
で
自
然
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
る

（
公
財
）知
床
財
団
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
15
日
㈬　

17
時
〜
19
時

■
講
師　

石
名
坂
豪
さ
ん（（
公
財
）知

床
財
団
保
護
管
理
部
長
）

■
定
員　

現
地
参
加
20
人
、オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
１
５
０
人

■
申
込
期
間　

６
月
６
日
㈪
〜
10
日
㈮

★
広
げ
よ
う
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
in
水
俣

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
何
か
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
私

た
ち
の
暮
ら
し
が
ど
う
つ
な
が
っ
て
い

る
か
を
考
え
ま
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

７
月
16
日
㈯　

10
時
〜
11
時

30
分

■
講
師　

古
賀
実（
水
俣
環
境
ア
カ
デ

ミ
ア
所
長
）

■
定
員　

現
地
参
加
20
人
、オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
１
５
０
人

■
申
込
期
間　

６
月
８
日
㈬
〜
７
月
８

日
㈮

★
共
通
事
項

■
場
所　

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

■
申
し
込
み
方
法　

窓
口
、電
話
ま
た

は
、住
所
、電
話
番
号
、参
加
方
法
を
明

記
し
て
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
申
し
込
み

問
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
☎
 84・９
７
１

１
／
FAX
84・９
７
１
３
／
メ
ー
ル acade

m
ia@
city.m

inam
ata.lg.jp

税令
和
４
年
度
の
市
県
民
税
納
税
通

知
書
は
６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

納
期
は
お
忘
れ
な
く
！

納
期
限
＆
口
座
振
替
日

税目 期別 納期限 口座
振替日

市
県
民
税

第
１
期

６
月
30
日
㈭

６
月
27
日
㈪

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す

【
有
料
広
告
】

1

LINE
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★水俣市ホームページ
　https://www.city.minamata.lg.jp
　または左のQRコードをスマートフォンで読み込むとアクセスできます

教
育

令
和
５
年
度

小
学
校
小
規
模
特
認
校
制
度

第
１
回
水
俣
市
教
育
支
援
相
談

会
を
開
催
し
ま
す

　

小
学
校
小
規
模
特
認
校
制
度
は
、
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
、
少
人
数
で
特
色
あ

る
教
育
活
動
を
推
進
す
る
学
校
で
教
育

を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
児
童
・
保

護
者
に
対
し
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
に
通
学
を
認
め
る
制
度
で
す
。

■
水
俣
市
の
小
規
模
特
認
校

久
木
野
小
学
校

■
対
象
者　

水
俣
第
一
小
学
校
ま
た
は

水
俣
第
二
小
学
校
に
入
学
・
在
学
す
る

児
童

※
入
学
の
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法　

申
請
書
を
提
出
し

て
面
談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　

６
月
10
日
㈮
〜
９
月
９

日
㈮

問
教
育
課
☎
61
・
１
６
３
６

　

令
和
５
年
度
の
就
学
に
向
け
て
の
支

援
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
14
日
㈫
〜
16
日
㈭　

９

時
30
分
〜
16
時
30
分

■
面
談
時
間　

１
組
あ
た
り
30
分

■
場
所　

市
公
民
館
本
館

■
対
象
者　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
子

ど
も
の
保
護
者
の
う
ち
、
相
談
を
希
望

す
る
人

①
令
和
５
年
度
に
小
中
学
校
就
学
予
定

　

の
人

②
各
小
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
て
、
学

　

習
状
況
や
学
校
生
活
な
ど
に
不
安
を

　

感
じ
て
い
る
人

③
令
和
５
年
度
に
特
別
支
援
学
級
や
通

　

級
指
導
教
室
へ
の
入
級
を
考
え
て
い

　

る
、
ま
た
は
特
別
支
援
学
級
か
ら
通

　

常
学
級
へ
の
入
級
を
考
え
て
い
る
人

※
条
件
に
該
当
し
な
い
人
で
も
受
け
入

れ
が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
方
法　

保
護
者
が
直
接
電

話
で
申
し
込
む
か
、
通
園
・
通
学
し
て

い
る
幼
稚
園
、
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も

園
、
小
中
学
校
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
教
育
課
☎
61
・
１
６
３
６

国道３号　夜間全面通行止めのお知らせ

　令和４年６月下旬から工事予定の、熊本３号古城第１橋上部工工事で、国道３号の夜間
全面通行止めを行います。工事は周辺環境と安全に十分に配慮しながら行います。
　皆さまには、ご不便とご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

■期間 ①６月下旬～７月中旬（９日程度）
　　　　②７月下旬～８月初旬（５日程度）
　　　　③１１月中旬（４日程度）
　　　　※天候により期間が変更となる場合が　　
　　　　　あります
■時間　夜２１時～翌朝６時
■場所　国道３号
　　　  （古城３丁目：水俣芦北消防本部付近）

※通行止区間付近には交通誘導員および看
板などを設置し誘導します。
※詳しい日時は６月初旬に市ホームページ
に掲載します。

問 松尾建設㈱　☎０５０－３８１９－６４２８

　　　　　　通行止め
　　　　　　一般車迂回路
　　　　　　（8トン未満）
　　　　　　大型車迂回路
　　　　　　（８トン車以上）

通行止区間

至 

伊
佐

JA 葬祭

水俣 IC

至 津奈木 IC

国
道

　

 

号
268

市道
古城
・初
野線

至 八代国道３号至 出水

大型車通行不可

水俣芦北
消防本部
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◆
相
続
登
記
が
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
る

と
…

　

相
続
が
「
争
続
」
問
題
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
間
に
更
に

相
続
が
発
生
す
る
と
、
相
続
人
調
査
に

時
間
が
掛
か
る
上
、
相
続
登
記
の
手
続

費
用
が
高
額
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
所
在
不
明
者
に
相
続
が
発
生

し
た
場
合
な
ど
は
、
手
続
が
極
め
て
困

難
と
な
り
ま
す
。

　

相
続
し
た
不
動
産
の
売
却
な
ど
も
す

ぐ
に
で
き
な
い
な
ど
、
不
利
益
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

所
有
者
の
把
握
に
時
間
が
か
か
り
、

防
災
、
災
害
復
旧
の
た
め
の
工
事
が
進

ま
な
い
な
ど
、
社
会
問
題
の
発
生
原
因

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
権
利
と
、
次
世
代
の
子
供
た

ち
の
た
め
に
、
相
続
登
記
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
　

所
有
者
不
明
土
地
問
題
の
解
決
に
向

け
て
、
民
法
、
不
動
産
登
記
法
が
改
正

さ
れ
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続

登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、
そ

の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に

相
続
登
記
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

◆
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
を
利
用

し
ま
せ
ん
か

　

法
務
局
で
は
、
自
筆
証
書
遺
言
書
の

保
管
が
で
き
ま
す
。

　

法
務
局
に
保
管
す
る
こ
と
で
、
遺
言

書
の
紛
失
や
隠
匿
な
ど
が
防
止
で
き
、

遺
言
書
の
存
在
の
把
握
が
簡
単
で
、
安

心
で
す
。

　

詳
し
い
手
続
は
、
熊
本
地
方
法
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
地
方
法
務
局
☎
０
９
６
・
３
６

４
・
２
１
４
６
／
熊
本
地
方
法
務
局
八

代
支
局
☎
０
９
６
５
・
３
２・
２
６
５
４

　

４
月
８
日
に
、
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
に
伴
う
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の
関
係

団
体
・
事
業
所
の
ご
参
加
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
参
加
事
業
所
（
五
十
音
順
）　

諌
山

工
業
㈱
、
㈱
岩
井
建
設
、
㈲
緒
方
建
設
、

㈱
九
電
工
、
ク
ロ
ッ
ク
ス
㈱
、
興
南
電

気
㈱
、
坂
田
建
設
㈱
、
Ｊ
Ｎ
Ｃ
セ
ン
ト

ラ
ル
㈱
、
新
栄
合
板
工
業
㈱
、
㈲
新
生

機
械
商
会
、
中
島
建
設
㈱
、
ビ
ハ
ー
ラ

ま
ど
か
、
㈱
古
里
建
設
、
㈲
溝
口
工
業
、

水
俣
警
察
署
、
水
俣
消
防
署
、
水
俣
石

油
㈱
、
や
す
ら
ぎ
苑
、
㈱
湯
の
児
海
と

夕
や
け
、
㈱
吉
永
商
会

問
地
域
振
興
課
☎
 61
・
１
６
０
７

相
続

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
相
続
登
記
は
お
済
で
す
か
？
」

【
有
料
広
告
】

市
内
企
業
な
ど
が
協
力

「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」

ま
ち
づ
く
り

▲当日の様子

ちゅら海会
プレゼンツ沖 縄 音 楽 祭
場所　水俣市文化会館　　入場料　前売り 4,000 円　当日 4,500 円
                                    ○高校生 1,000 円（B席最後尾、当日受付で学生証の提示が必要です）
　　　　　　　　　　　　　※曽木の瀧のみの取り扱い
　　　　　　　　　　　　○大人１名につき、中学生以下のお子様１名無料
チケット販売　曽木の瀧　愛林館　ナポレオン　庭田商店
　　　　　　　（sold out: ブックシティー一心堂　ファミリーマート水俣大黒店　古着屋 BUMP)

６月 11日㈯
 18：30～（17：00開場）

主催　水俣ちゅら海会　問い合わせ　090-6891-8698（代表：北薗正人）

スペシャルゲスト
宮沢和史（元 THE BOOM）

おーきな輪わ

19 広報みなまた 2022 年 6月号

★水俣市ホームページ
　https://www.city.minamata.lg.jp
　または左のQRコードをスマートフォンで読み込むとアクセスできます

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
強
調
月
間
で
す
。
運
動
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
ひ
ま
わ
り
の
苗
や
種
、
啓

発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
す
。

　

明
る
い
社
会
づ
く
り
は
家
庭
か
ら
。

ひ
ま
わ
り
と
一
緒
に
心
の
花
を
咲
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
１
日
㈮　

９
時
30
分

■
場
所　

エ
ム
ズ
シ
テ
ィ
駐
車
場
側
玄

関
前

問
教
育
課
☎
61
・
１
６
５
９

　

計
量
法
に
よ
る
使
用
有
効
期
間
８
年

目
を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
を
実

施
し
ま
す
。

■
実
施
期
間　

〜
令
和
５
年
３
月

※
対
象
者
に
は
、
事
前
に
水
道
メ
ー
タ

ー
取
り
替
え
の
お
知
ら
せ
を
配
布
し
ま
す
。

※
費
用
負
担
、
立
会
い
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
作
業
時
間
は
約
15
分
で
す
。

■
施
工
業
者　

庄
山
設
備
（
水
俣
市
古

城
３
丁
目
２
番
５
号
）

☎
62
・
０
４
２
９　
　
　
　
　
　
　

※
施
工
業
者
は
、
身
分
証
明
書
（
上
下

水
道
局
発
行
）
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

■
注
意
事
項　

作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
は　

掃
除
を

　

し
て
き
れ
い
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
、
車
両

　

を
駐
車
し
た
り
、
物
を
置
か
な
い
で

　

く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
局
☎
63
・
２
６
０
４

　

水
俣
市
、
芦
北
町
、
球
磨
村
で
計
画

中
の
（
仮
称
）
大
関
山
風
力
発
電
事
業

の
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
参
加
は
市
内
在
住
者
に
限
定

と
な
り
ま
す
。

■
対
象
事
業
の
種
類
、
発
電
設
備
出
力

陸
上
風
力
、
最
大
６
万
３
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト

■
対
象
事
業
実
施
区
域

水
俣
市
、
芦

北
町
、
球
磨
村
の
一
部

■
日
時　

６
月
24
日
㈮　

18
時
〜
20
時

■
会
場
も
や
い
館
３
階
も
や
い
ホ
ー
ル

問
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・

エ
ナ
ジ
ー
㈱
事
業
開
発
本
部
開
発
第
１

部
☎
 03
・
６
４
５
５
・
４
９
０
０
／
福

岡
事
務
所
☎
 ０
９
２
・
２
６
０
・
１
０

１
３

　

清
潔
で
住
み
良
い
生
活
環
境
を
守
る

た
め
、自
治
会
で
地
域
の
道
路
や
広
場

な
ど
清
掃
美
化
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

６
月
１
日
㈬
〜
６
月
30
日
㈭

※
実
施
は
各
自
治
会
で
検
討
の
上
、
無

理
の
な
い
範
囲
で
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

■
清
掃
場
所　

道
路
、排
水
路
、公
園
な

ど
地
域
で
共
同
利
用
し
て
い
る
場
所

■
排
土
雑
草
収
集　

各
地
区
で
処
分
で

き
る
も
の
は
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。ど

う
し
て
も
処
理
で
き
な
い
排
土・雑
草
は

市
で
収
集
し
ま
す
の
で
自
治
会
ご
と
に

事
前
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
課
☎
61
・
１
６
１
３

（
仮
称
）
大
関
山
風
力
発
電
事
業　

住
民
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
を

実
施
し
ま
す

上
下
水
道
局

花
を
咲
か
せ
て
明
る
い
社
会
を

築
き
ま
し
ょ
う
！

社
会
づ
く
り

環
境

６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す

　

愛
林
館
の
管
理
を
し
て
い
る
久

木
野
地
域
振
興
会
の
沢
畑
で
す
。

　

久
木
野
校
区
の
棚
田
で
は
、
稲

が
だ
い
ぶ
育
っ
て
き
ま
し
た
。
棚

田
に
は
、
水
を
貯
め
る
は
た
ら
き

が
あ
り
ま
す
。
田
ん
ぼ
は
底
に
水

を
通
し
に
く
い
土
の
層
を
作
り
、

用
水
路
か
ら
引
い
た
水
を
貯
め
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
は
独
自
の
生
態

系
が
構
築
さ
れ
、
赤
ト
ン
ボ
や
カ

エ
ル
が
育
っ
た
り
、
ツ
バ
メ
が
飛

ん
で
き
て
棚
田
の
虫
を
食
べ
た
り

と
て
も
賑
や
か
で
す
。
景
色
も

日
々
変
わ
り
、
秋
に
は
彼
岸
花
が

咲
き
、
稲
穂
が
棚
田
一
面
を
金
色

に
染
め
上
げ
ま
す
。

　

久
木
野
の
寒
川
地
区
で
は
、
毎

年
５
月
に
「
棚
田
の
あ
か
り
」
を

開
催
し
て
お
り
、
棚
田
に
並
ん
だ

竹
あ
か
り
が
幻
想
的
で
と
て
も
き

れ
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
久
木
野
地
域
に
遊
び

に
来
て
、
棚
田
の
魅
力
に
触
れ
る

と
と
も
に
、
水
俣
産
の
お
い
し
い

お
米
を
食
べ
る
こ
と
で
、
棚
田
の

め
ぐ
み
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ
水俣市久木野ふるさとセンター
「愛林館」☎ 69-0485
（管理者／久木野地域振興会）

森と棚田の
めぐみのお便り vol.1
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■応援券利用対象店舗
◯宿泊施設（順不同）　湯の児 海と夕やけ、旅館 松原荘、昇陽館、エコホテル 湯の児荘、温泉いわさき、白
梅湯裸楽、　夕日の宿、齊藤旅館、湯の鶴温泉 あさひ荘、喜久屋旅館、湯宿鶴水荘、旅宿 TOJIYA、スーパー
ホテル水俣、OYO HOTEL サンライト
◯飲食・小売店など　市ホームページに掲載しています。一覧表を宿泊施設にも設置しています。

【
有
料
広
告
】

第３弾

■利用方法
①対象の宿泊施設に宿泊の予約。
②応援券の利用を希望する旨を宿泊施設に電話などで事前、
　または、チェックイン当日にフロントで申し込む。
③チェックイン時に、応援券を宿泊施設で受け取る。
④応援券を市内の利用対象店舗で使う。

市ホームページ

みなまた観光応援券
問 みなまた観光キャンペーン実行委員会（経済観光課内）☎  61-1629

「泊まって」、「食べて」、「買って」、「遊んで」水俣を応援！

市内の対象宿泊施設に泊まった人へ、市内の
宿泊施設と飲食・小売店などで利用できる、
「みなまた観光応援券」

■注意事項
○事前申込は原則不要ですが、事前申込をした人を優先してお渡します。
◯宿泊施設ごとに枚数に限りがあります。
◯連泊する場合は、原則７泊を上限とします。
○宿泊施設への利用は応援券 1セットにつき 2枚までです。
○宿泊料金事前決済の場合、宿泊料金には利用できません。
◯予算の都合上、早期に終了する場合があります。

■利用期限
①応援券受取日（チェックイン日）から 30日以内
②令和５年１月９日（月・祝）
①②のどちらか早い日

3000 円分 をお渡しします。
（１セット：1000円× 3枚／人・泊）

■宿泊対象期間

  ～令和５年１月 9日（月・祝）
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★
戸
建
て
木
造
住
宅

■
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
の
流
れ

▼
①
耐
震
診
断
↓
②
耐
震
補
強
設
計
↓

　

③
耐
震
改
修
も
し
く
は
④
建
替
え
工
事

▼
⑤
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
工
事

■
事
業
の
概
要　

表
１
の
と
お
り

■
受
付
期
間　

〜
12
月
28
日
㈬

★
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物

■
建
築
物
耐
震
化
促
進
事
業
の
流
れ

▼
①
耐
震
診
断
↓
②
耐
震
設
計

■
事
業
の
概
要  

表
２
の
と
お
り

■
受
付
期
間　

〜
12
月
28
日
㈬

問
都
市
計
画
課
☎
61
・
１
６
２
１

住
宅

住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
対
策
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

（表１） 事業の概要（戸建て木造住宅）

①耐震診断 ②耐震補強設計
③耐震改修

（工事・工事監理）
④建替え工事 ⑤耐震シェルター工事

対象者 補助対象住宅の所有者で、市税を滞納していない人

対象
住宅

市内で次の全てに該当
する住宅
（1）人が住んでいる戸
　建て木造住宅で３階
　以下のもの
（2）昭和 56 年５月
　31日以前に着工し
　たもの

市内で次の全てに該当する住宅
（1）人が住んでいる戸建て木造住宅で３階以下のもの
（2）昭和 56 年５月 31 日以前に着工したもの、ま
　たは平成 28年熊本地震で被災したことが確認で
　きるもの
（3) 耐震診断の結果、上部構造評点が１.０未満と評価
　されたもの

市内で次の全てに該当する住宅
（1）人が住んでいる戸建て木造
　住宅で３階以下のもの
（2）昭和56年５月31日以前に
　着工したもの、または平成28
　年熊本地震で被災したことが
　確認できるもの（昭和 56 年
　6月1日以降に着工したもの
　でも、耐震診断の結果、上部
　構造評点が１.０未満と評価さ
れたら補助の対象となります。）

補助率
（上限額）

2／ 3
（８万円）

2／ 3
（23万 2千円）

耐震改修工事費
１／２(80 万円）
耐震改修工事監理費
２／３(11万６千円 )

23％
（60万円）

１／２
（20万円）

募集
戸数 5戸程度 各 3戸程度 各 1戸程度

その他
要件

◆①耐震診断、②耐震補強設計については、(公社 ) 熊本県建築士会（水俣芦北支部）および市内に事務所
　を置く建築士事務所と契約すること
◆③耐震改修（工事監理）については、市内に事務所を置く建築士事務所と契約すること
◆③耐震改修（工事）、④建替え工事、⑤耐震シェルター工事については、市内に事務所または営業所を置
　く工事施工業者と契約すること

（表２） 事業の概要（緊急輸送道路沿道建築物）
①耐震診断・②耐震設計

対象者 補助対象建築物の所有者で、市税・県税を滞納していない人

対象
建築物

市内で次の全てに該当する建築物
（１）建築物の耐震改修の促進に関する法律第 14条各号に掲
　げるもの（※１）
（２）建築物の敷地が緊急輸送道路（※２）に接するもの
（３）昭和 56年５月31日以前に着工したもの

補助率
（上限額）

２／３（２００万円）

募集棟数 各１棟程度

※１ 多くの人が利用する施設で、政令で定め
　る規模以上の建築物（３階以上で1000㎡
　以上の建築物など）や、地震によって倒壊　
　した場合、その敷地に接する道路の通行を
　妨げ、多くの人の円滑な避難などを困難と
　するおそれのある建築物など
※２ 緊急輸送道路とは、災害直後から、避難・
　救助をはじめ、物資供給などの応急活動の
　ために緊急車両の通行を確保すべき道路
　（国道３号、国道２６８号など）のこと
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年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う

健
康

　

９
月
か
ら
市
の
集
団
健
診
（
セ
ッ
ト

健
診
・
選
べ
る
健
診
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
６
月
下
旬
か
ら
７
月

上
旬
に
か
け
て
、
「
申
込
書
（
黄
緑

色
）
」
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
受
診
を

希
望
す
る
人
は
、
希
望
す
る
検
査
に
〇

を
記
入
し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入

れ
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
（
集
団
健

診
ま
た
は
が
ん
健
診
を
市
内
医
療
機
関

の
個
別
受
診
で
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
、

申
込
書
の
返
送
は
不
要
で
す
）

●
集
団
健
診

　

自
ら
医
療
機
関
に
行
っ
て
が
ん
検
診

を
受
け
る
場
合
と
比
べ
て
、
料
金
が
安

く
な
っ
て
い
ま
す
。
病
気
の
予
防
・
早

期
発
見
の
た
め
、
年
に
一
度
は
必
ず
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険

（
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
）
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
以
上
の
人
は
、
通
常
「
が
ん
検

診
」
の
み
受
診
で
き
ま
す
が
、
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
被
扶
養
者
で
、
健

康
保
険
が
発
行
し
た
「
生
活
習
慣
病
の

け
ん
し
ん
（
特
定
け
ん
し
ん
）
」
の
受

診
券
を
持
っ
て
い
く
と
、
同
時
に
受
け

ら
れ
ま
す
。

■
実
施
予
定
期
間　

９
月
上
旬
〜
11
月

上
旬

※
検
診
の
内
容
や
料
金
な
ど
、
詳
し
く

は
後
日
、
申
込
書
と
同
封
す
る
令
和
４

年
度
水
俣
市
集
団
検
診
の
ご
案
内
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
63
・
３
２
０
２

●
個
別
健
診
（
特
定
け
ん
し
ん
）

　

集
団
健
診
で
特
定
け
ん
し
ん
の
申
込

み
が
無
か
っ
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
に
、
８
月
末
ま
で
に
、

「
生
活
習
慣
病
の
け
ん
し
ん
（
特
定
け

ん
し
ん
）
」
の
受
診
券
（
ピ
ン
ク
色
）

を
郵
送
し
ま
す
。
受
診
券
に
記
載
の
指

定
医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
☎
61
・
１
６
３
３

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、
平

成
25
年
６
月
か
ら
積
極
的
な
接
種
勧
奨

を
控
え
て
い
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
の

有
効
性
・
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

今
年
度
か
ら
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
の

勧
奨
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

積
極
的
な
勧
奨
を
控
え
て
い
た
た
め

に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
逃
し
た
人
へ
も

接
種
の
機
会
（
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
）
を
提
供
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
案

内
を
送
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

左
表
の
通
り

問
い
き
い
き
健
康
課
☎
63
・
３
２
０
２

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
勧
奨
を
再
開
し
ま
す

水俣インターチェンジの工事に伴い
調査された銅銭鋳造跡。鋳型が無いた
め確実ではありませんが、琉球通宝を
鋳造していたようです。琉球通宝は幕末
の銅銭で小判型と円形の２種があり、こ
こで出土するのは円形の「半朱」と呼ば

れる方です。でも琉球通宝は薩摩藩だ
けが作るもの。しかも安価な寛永通宝
を琉球通宝にリメイクしたようで、差益
狙いの密造の可能性もあります。江戸
時代、厳重に管理されてきたはずの貨
幣鋳造。幕末の混乱が生んだ遺跡です。

歴史を伝える文化財は”地域の宝”。
ここでは、水俣にある遺跡を紹介します。未来に伝えたい水俣の遺跡

歴史を知り、伝え、守っていくことは、文化財保護法に定められた私たちの責務です。
    保全へのご協力をお願いします。 　　   　　　　  　   問 教育課 ☎61-1639　

No3. 銅銭鋳造跡

▲銅を溶かすための容器「坩堝（るつぼ）」

接種種類 令和４年度対象者 生年月日 接種期限

定期接種
小学 6年生
～高校 1年生の女子

平成 18年 4月 2日
～平成 23年 4月 1日

16歳となる日の属す
る年度の3月末

キャッチ
アップ接種

平成 9年度
～平成 17年度生ま
れの女子

平成 9年 4月 2日
～平成 18年 4月 1日

令和 7年 3月末

※全 3回の接種完了まで約 6カ月間かかりますので、接種期限に注意してください。
※接種期限内での接種費用は無料です。
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★水俣市ホームページ
　https://www.city.minamata.lg.jp
　または左のQRコードをスマートフォンで読み込むとアクセスできます

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す

国
保

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
人
間
ド

ッ
ク
を
受
け
る
予
定
の
人
へ
、
検
査
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
申
込
資
格　

次
の
５
つ
の
条
件
全
て

に
あ
て
は
ま
る
人

①
水
俣
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
人

②
令
和
４
年
３
月
31
日
の
満
年
齢
が
30

歳
以
上
の
人

③
前
年
度
、
市
の
「
特
定
け
ん
し
ん
」

　

ま
た
は
「
人
間
ド
ッ
ク
助
成
」
を
受

　

け
た
人

④
今
年
度
実
施
さ
れ
る
、
市
の
「
特
定

け
ん
し
ん
」を
重
複
し
て
受
け
な
い
人

⑤
検
査
結
果
を
市
に
提
供
し
、
そ
の
検

　

査
結
果
に
よ
っ
て
は
市
の
保
健
指
導

　

を
受
け
る
こ
と
に
同
意
す
る
人

■
申
込
期
間　

６
月
１
日
㈬
〜
令
和
５

年
２
月
28
日
㈫
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

※
定
員
に
達
し
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法　

電
話

ま
た
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
申
し
込
み

※
保
険
証
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

１
４
０
人

■
人
間
ド
ッ
ク
指
定
医
療
機
関　

市
立

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
岡
部
病
院
、
尾

田
胃
腸
科
、
山
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
市
川

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

■
検
査
メ
ニ
ュ
ー　

希
望
す
る
病
院
の

人
間
ド
ッ
ク
（
オ
プ
シ
ョ
ン
を
含
む
）

メ
ニ
ュ
ー
の
全
て
が
選
択
で
き
ま
す
。

■
助
成
額

○
30
〜
39
歳
の
人　

１
人
３
万
円

○
40
歳
以
上
の
人　

１
人
２
万
５
千
円

※
検
査
費
用
の
総
額
が
助
成
額
に
満
た

な
い
場
合
は
、
総
額
（
税
込
）
の
７
割

を
助
成
し
ま
す
。

※
詳
し
い
検
査
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
申
込

後
に
届
く
資
料
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
☎
61
・
１
６
３
３

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

が
、
社
会
保
険
（
職
場
の
健
康
保
険
な

ど
）
に
加
入
し
た
と
き
は
、
国
保
の
資

格
喪
失
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

社
会
保
険
に
加
入
し
た
時
点
で
国
保

の
保
険
証
は
使
え
ま
せ
ん
。
誤
っ
て
、

国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て
受
診
し
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
・
薬
局
へ
連

絡
し
、
社
会
保
険
の
保
険
証
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
に
必
要
な
も
の

①
国
保
の
被
保
険
者
証

②
社
会
保
険
の
保
険
証
（
職
場
で
発
行

　

さ
れ
る
「
健
康
保
険
資
格
取
得
証
明

　

書
」
で
も
可
）

③
届
出
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
が
届
出
の
場

合
は
、
委
任
状
と
世
帯
主
、
対
象
者
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
も
必
要
で
す
。）　

問
市
民
課
☎
61
・
１
６
３
３

　

交
通
事
故
や
け
ん
か
、
他
人
の
飼
い

犬
に
か
ま
れ
た
な
ど
、
第
三
者
の
行
為

で
け
が
を
し
た
と
き
も
、
国
民
健
康
保

険
や
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
を
使

っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
は
必
ず
「
第
三
者
行
為
に
よ

る
被
害
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

第
三
者
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た
治
療

の
費
用
は
、
第
三
者
が
全
額
負
担
（
あ

る
い
は
過
失
割
合
に
応
じ
て
負
担
）
す

る
の
が
原
則
で
す
。
保
険
者
が
一
時
的

に
立
て
替
え
、
後
日
相
手
方
に
請
求
し

ま
す
。

　

事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
相
手
の
連
絡

先
を
確
認
し
、
す
ぐ
に
示
談
を
せ
ず
、

交
通
事
故
の
場
合
は
必
ず
警
察
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
☎
６
１
・
１
６
３
３

　

八
代
年
金
事
務
所
に
よ
る
水
俣
会
場

の
相
談
日
な
ど
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
方
法

相
談
者
の
氏
名
、
基
礎
年
金
番
号
（
年

金
手
帳
や
年
金
証
書
、
納
付
書
な
ど
に

記
載
）、
電
話
番
号
、
相
談
内
容
、
希

望
日
、
希
望
会
場
を
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い　

問
八
代
年
金
事
務
所　

☎
０
９
６
５
・

35
・
６
１
２
３

国
保
か
ら
社
会
保
険
に
変
わ
っ
た

ら
、
早
め
に
届
出
を
！

第
三
者
に
よ
る
け
が
で
受
診
し
た

ら
国
保
の
「
被
害
届
」
の
提
出
を

年
金

年
金
出
張
相
談　

７
〜
９
月
の

日
程
で
す
。

相談日時 9:30～15:30
（12:00～13:00 は除く）

会
場

定
員

７月
14日㈭

も
や
い
館
３
階

先
着
各
10
人

28日㈭

8月 25日㈭

9月
8日㈭

22日㈭
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★
３
区
ふ
れ
あ
い
活
動
連
絡
会　
　
　
　
　

　

３
区
ふ
れ
あ
い
活
動
連
絡
会
は
、
平

成
６
年
に
発
足
し
28
年
目
を
迎
え
る
歴

史
あ
る
会
で
す
。
３
区
自
治
会
の
生
活

環
境
委
員
会
福
祉
部
の
中
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
毎
月
１
回
集
ま
り
、
ふ
れ
あ
い

活
動
員
が
訪
問
先
で
の
様
子
や
困
っ
た

こ
と
を
共
有
し
、
解
決
に
向
け
て
話
し

合
う
こ
と
で
、
地
域
の
高
齢
者
な
ど
の

実
情
を
広
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
気
に
な
る
人
が

い
た
と
き
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
と

連
携
を
取
り
、
情
報
共
有
す
る
こ
と
で

地
域
全
体
の
安
心
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
活
動
員
の
中
に
は
、
発
足

当
初
か
ら
参
加
さ
れ
て
い
る
90
歳
代
の

メ
ン
バ
ー
も
い
て
、「
高
齢
者
＝
見
守
ら

れ
る
側
」
と
は
限
ら
ず
、
い
く
つ
に
な
っ

て
も
で
き
る
範
囲
で
の
活
動
を
継
続
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
地
域
住
民
と
つ
な

が
り
を
つ
く
る
機
会
に
な
っ
て
い
る
」「
地

区
住
民
へ
の
声
掛
け
で
安
全
・
安
心
を

確
保
で
き
る
」「
和
気
あ
い
あ
い
チ
ー
ム

福
祉
の
会

か
た
ら
ん
ね

Vol.３

ワ
ー
ク
が
よ
い
」「
会
員
の
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
を

思
い
合
い
絆
が
で
き
て
い
る
」「
訪
問
先
で
の
情

報
が
共
有
で
き
て
い
る
」「
問
題
は
そ
の
場
で

す
ぐ
に
話
し
合
え
る
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま

す
。

　

昨
年
か
ら
は
新
た
に
、
地
図
に
訪
問
者
宅
な

ど
を
記
入
し
て
、
活
動
の
見
え
る
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

■
参
加
者

15
人　

自
治
会
長
、
生
活
環
境

委
員
長
、
福
祉
部
長
、
民
生
委
員
、
ふ
れ
あ
い

活
動
推
進
員
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

■
開
催
頻
度　

毎
月
１
回

　

今
後
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

ら
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
歴
史
あ
る
地
域
住
民
と
つ
な
が
る
「
ふ
れ

あ
い
活
動
連
絡
会
」
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
き
い
き
健
康
課
☎
63
・
３
０
５
１

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
 63
・
２
０
４
７▲活動の様子　　

〜
妊
娠
出
産
・
子
ど
も
の
成
長
発
達

な
ど
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
〜

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
切
れ

目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
す
る
た
め

に
、
水
俣
市
で
は
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期

の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て

い
る
保
護
者
や
家
族
に
寄
り
添
い
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
ご
と
に
担
当
の
保

健
師
や
管
理
栄
養
士
が
い
ま
す
。
電
話

や
窓
口
相
談
、
家
庭
訪
問
な
ど
で
い
つ

で
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
（
福
祉
課
よ
り
そ
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）、
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
（
市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
や

そ
の
他
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
必
要
な
支
援
が
途
切
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

【
相
談
例
】

○
妊
娠
中
の
悩
み
（
つ
わ
り
、イ
ラ
イ
ラ
、　　
　
　

　

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
、
出
産
後
の
不
安
）

○
出
産
後
の
悩
み
（
赤
ち
ゃ
ん
の
育
ち
に

　
つ
い
て
、
体
重
の
増
え
方
、
お
っ
ぱ
い
や　
　

　

ミ
ル
ク
の
こ
と
）

○
赤
ち
ゃ
ん
や
上
の
お
子
さ
ん
の
こ
と
（
な　

　

か
な
か
泣
き
止
ま
な
い
、
な
か
な
か
寝

　

な
い
、
赤
ち
ゃ
ん
返
り
や
甘
え
が
ひ
ど

　

い
、言
葉
が
出
な
い
、落
ち
着
き
が
な
い
）

○
家
族
と
の
関
係

○
経
済
的
な
心
配
や
精
神
面
の
悩
み
な
ど

　

ご
家
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
専
門
の
ス

タ
ッ
フ
が一緒
に
考
え
ま
す
。

※
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
。

問
い
き
い
き
健
康
課
☎
 63
・
３
２
０
２

み
な
サ
ホ
♡

Vol.３

ほっ
と

「
５
年
後
、
10
年
後
も
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
語
り
あ
う「
福
祉
の
会
」

の
設
置
が
各
地
区
で
進
ん
で
い
ま
す
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こんにちは。医療センターの助産師の西さんこで
す。今回は、立ち合い分娩について紹介します。当
センターでは、妊産婦さんの精神的・肉体的苦痛を
緩和することや、赤ちゃんの誕生という特別な時間
を家族と一緒に過ごしていただけるよう、立ち会い
分娩を行っています。出産される妊婦さんの希望に
より、ご主人やお子さんなど家族で立ち会うことが
できます。
　当センターで立ち会いを希望される妊婦さんは少
なくありません。実際に、立ち会い出産をされた人
からは「夫がずっとそばにいてくれて心強かった」
「赤ちゃんの誕生の瞬間を家族みんなで過ごせてよ
かった」などの声が聞かれます。
　また、立ち会われた家族からは「1人目と比べて
夫が育児に積極的になった。」「妻が頑張っている姿
を見て、育児を一緒に頑張ろうと思った。」などの
声が聞かれます。中には、命の大切さを実感したお
子さんが看護の道に進まれた家族もいます。一緒に
出産を乗り越えた喜びを分かち合うことで家族の絆

助産師より愛をこめて～医療センター産科通信～
第 3回　立ち会い分娩について

がより深まることを願っています。
　今や 2人に 1人が立ち会い出産をする時代です
が、立ち会いを希望しない場合や、何らかの事情で
立ち会えなかった場合でも、出産の大変さや喜びを
共有できると良いですね。コロナの感染状況により、
立ち会いをお断りすることもありますので、詳しく
はホームページを確認してください。できるだけ
リラックスしてお産に臨めるよう、助産師はじめス
タッフ全員でお手伝いさせていただきます。

助産師イメージキャラクター　　　　
西 さんこちゃん

本
に
比
べ
た
ら
珍
し
い
乗
り
物
と
い
う

感
じ
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ブ
リ
ス

ベ
ン
の
場
合
は
、
電
車
は
中
央
か
ら
北
南

方
へ
通
す
線
路
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

そ
の
辺
り
に
住
ん
で
い
な
い
市
民
は
な

か
な
か
使
え
ま
せ
ん
。
周
り
の
町
へ
の
電

車
も
少
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
車

を
使
い
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
新
幹
線
の

よ
う
な
高
速
鉄
道
を
求
め
る
人
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
難
し
い
と
こ
ろ
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
ら
し
い
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
比
べ
た
ら
日
本
は
狭
く
、
人
口
の
多

い
国
な
の
で
、
電
車
に
乗
っ
て
く
れ
る
人

が
多
い
の
で
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は

全
く
逆
で
す
。
電
車
や
、
特
に
新
幹
線
を

走
ら
せ
る
に
は
お
金
が
か
か
る
し
、
そ
の

上
、
飛
行
機
が
だ
ん
だ
ん
安
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
ブ
リ
ス
ベ
ン
か
ら

シ
ド
ニ
ー
ま
で
の
距
離
は
東
京
か
ら
福

岡
と
同
じ
ぐ
ら
い
な
の
で
、
新
幹
線
だ
と

遠
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
途
中
で
大
き
な

町
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
し
、
乗
客
も

少
な
い
で
す
。
し
か
し
、
飛
行
機
を
使
え

ば
料
金
は
、
１
万
円
ぐ
ら
い
で
、
１
時
間

半
も
あ
れ
ば
行
け
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る
に
は
電

車
が
非
常
に
便
利
だ
と
思
い
ま
す
が
、
以

上
の
よ
う
な
理
由
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
電
車
が
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
い
状

態
が
続
く
と
思
い
ま
す
。

旅
行
す
る
と
き
は
、
車
、
電
車
、
飛

行
機
な
ど
、
皆
さ
ん
は
何
が
お
好
み
で

す
か
。
私
は
や
は
り
電
車
が
好
き
で
す
。

駅
は
空
港
よ
り
楽
で
す
し
、
き
れ
い
な

景
色
も
楽
し
め
ま
す
の
で
、
日
本
で
旅

行
し
た
ら
で
き
る
だ
け
電
車
を
利
用
し

ま
す
。
日
本
の
電
車
は
世
界
中
で
有
名

な
の
で
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場

合
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

結
論
か
ら
言
う
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
電
車
が
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

は
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
、
都
市
が
と
て

も
広
く
、
ほ
か
の
都
市
と
は
何
百
キ
ロ

も
離
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
す
。

そ
の
結
果
、
み
ん
な
は
町
内
で
は
車
か

バ
ス
に
乗
り
、
遠
く
に
あ
る
都
市
に
行

く
と
き
は
飛
行
機
に
乗
っ
て
い
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
電
車
も
あ
り
ま
す
が
、
日

水俣市 CIR のジェフ
リーが、水俣で体験し
たことや日本とオース
トラリアの文化の違い
を紹介するコラムです。

vol.17

ジェフ！
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問い合わせ　
水俣高校☎63-1285

お通りだい！
水公さんの

（二十六の巻）

～水公さん発信！ 最新水高情報～

五月晴れのなか、汗と笑顔の体育大会！
水高ニュース

水俣高校公式ゆるキャラ「水公さん」が、水高の取り
組みや生徒を紹介していきます。
水高のことをもっと知り
たい人は、QR コードを
読み込んで学校HPへ！

　青団のみんなが、
先輩後輩の区別なく
団結して楽しめるよ
う、声を出して盛り
上げ、応援に全力を
そそぎました。
　総合優勝もできて、
とても楽しい体育大
会になりました。

　　　　　　みな図書 読書のまちづくり ■問い合わせ　市立図書館☎63-8401

「すごい○○」「××はすごい」など本のタイ
トルに「すごい」がついている本を集めまし
た。眺めているだけでも思わず「すごい！！」
と言ってしまいたくなる本をどうぞ！

■ 図書館６月特設コーナー ■

■ 将棋のひみつ／羽生善治
■ 福を呼ぶ四季の習慣 小さな日本の行事／
本間美加子
■ 不屈の達磨／安生正
■ スタッフロール／深緑野分
■ぼくがおこるとおこること／塚本やすし

「すごいんです！！」

● ●●●●●新刊案内 ● ●

図書館には毎週新しい本がやってきます。
ここでは、ホンの一部を案内します♪

市立図書館　開館：火曜日～日曜日 ９時～19時（土日祝日は17時まで）

　市では、家庭での読書活動の継続と充実を図
るため、「よむよむセカンドブック事業」として、
６歳児を対象に絵本を贈呈します。
◆対象児
市内に在住または市内保育所・幼稚園・認定こど
も園に在所（園）し、令和４年度に満６歳に達す
る幼児（平成 28年４月２日から平成 29年４月
１日生まれ）
◆内容
希望する絵本を１冊贈呈（上限１, ３２０円・税込）
◆贈呈方法
通っている保育所などで贈呈します。保育所など
に通っていない子どもさんの場合、市立図書館に
問い合わせください。

絵本を贈呈します

　準備期間が短く、演
舞に苦労しましたが、
かっこよかったと言っ
てもらい嬉しかったで
す。団員みんなが一生
懸命ついてきてくれて、
最後までやりきったこ
とで達成感を感じまし
た。

５５月８日に、体育大会が実施されました。　　　　
短い練習期間でしたが、生徒一人一人が自分の
役割に責任を持ち、行動したことで、すばらし
い大会になりました。今回リーダーとして牽引
してくれた、２人の団長に話を聞いてみたいと
思います。当日の様子を水俣高校のホームペー
ジに掲載していますのでぜひ見てください。

青団団長

柏
かしわき

木零
れ お

皇さん
（水俣二中）

赤団団長　
田
たむら

村笑
え み か

海夏さん
（津奈木中）
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Information

　

市
役
所
庁
舎
移
転
を
記
念
し
て
、
生

け
花
ミ
ニ
花
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
14
日
㈫
〜
６
月
17
日
㈮

■
場
所　

市
役
所
１
階
ホ
ー
ル

問
華
道
家
元
池
坊
水
俣
支
部
・
広
田

☎
62
・
１
３
３
９

★
地
域・子
ど
も
食
堂「
す
ま
い
る
食
堂
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、お
弁
当
と
な
り
ま
す
。

■
日
時　

６
月
11
日
㈯　

11
時
〜
13
時

■
料
金

○
子
ど
も　

無
料

○
大
人　

３
０
０
円

★
防
犯
講
座

　

今
、気
を
付
け
て
ほ
し
い
詐
欺
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

■
日
時　

６
月
16
日
㈭　

13
時
30
分
〜

１
時
間
程
度

■
参
加
料　

無
料

■
講
師　

水
俣
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

★
防
災
講
座
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
♬

　

年
々
災
害
級
の
雨
が
降
る
梅
雨
時
だ

か
ら
こ
そ
聞
き
た
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
法
な
ど

平
時
の
備
え
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

講
話
の
後
は
エ
レ
ク
ト
ー
ン
奏
者
の

茶
屋
桃
子
さ
ん
に
よ
る
避
難
所
な
ど
で

の
慰
問
演
奏
を
体
感
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

６
月
21
日
㈫　

13
時
〜
15
時

■
参
加
料　

無
料

■
講
師　

水
俣
市
危
機
管
理
監

★
共
通
事
項

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

各
講
座
10
人
程
度　

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

問
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
 84・９
９
０
９　

　

Ｓ
Ｕ
Ｐ
で
水
上
散
歩
を
楽
し
み
な
が

ら
、
海
の
豊
か
さ
、
自
然
の
大
切
さ
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

７
月
17
日
㈰　

①
９
時
30
分

〜
12
時　

②
13
時
〜
15
時
30
分

■
場
所　

湯
の
児
海
水
浴
場

■
対
象　

小
学
生
以
上

■
募
集　

各
回
20
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
参
加
料　

無
料

■
準
備
物　

濡
れ
て
も
よ
い
服
・
靴
、

着
替
え
、
帽
子
、
水
筒
、
タ
オ
ル

※
サ
ン
ダ
ル
は
危
険
で
す
。

■
申
込
期
限　

７
月
１
日
㈮

■
申
し
込
み
方
法

イ
ベ
ン
ト
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
て
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
ま
た
は
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
入
力

問
〒
８
６
７
ー
０
０
５
５
、
明
神
町

55
番
１
号
、
県
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
62
・

２
０
０
０
／
FAX
62
・
１
２
１
２
／
メ
ー

ルkankyo-center@
dance.ocn.

ne.jp

（
原
則
、
月
曜
日
休
館
）

催
し
催
し

S
U
P
〜
海
を
感
じ
て
地
球
（
ふ

る
さ
と
）
を
想
う
〜

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

６
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
♪

Inform
ation

く
ら
し
の
情
報

ii

【
有
料
広
告
】

生
け
花
ミ
ニ
花
展

ヒルザキツキミソウ
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くらしの情報
　　

夏
を
目
前
に
、
湯
の
児
海
水
浴
場
の

安
全
を
祈
願
し
海
開
き
の
神
事
を
行
い

今
年
の
夏
に
備
え
ま
す
。

　

地
元
園
児
に
よ
る
初
泳
ぎ
、
マ
リ
ン

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
中

で
す
。

■
日
時　

６
月
５
日
㈰　

11
時
〜

■
場
所　

湯
の
児
海
水
浴
場　

※
雨
天
時　

井
上
商
店

問 

（
一
社
）
み
な
ま
た
観
光
物
産
協
会

☎
63
・
２
０
７
９

　

金
婚
を
迎
え
る
ご
夫
婦
を
市
が
表
彰

し
ま
す
。
今
年
で
結
婚
50
周
年
に
な
る

ご
夫
婦
は
、
今
月
号
に
折
り
込
み
の
申

込
書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

①
昭
和
47
年
に
結
婚
し
、
年
内
（
１
月

１
日
〜
12
月
31
日
）
に
満
50
年
に
達
し

た
、
ま
た
は
達
す
る
夫
婦

②
昭
和
46
年
以
前
に
結
婚
し
、
ま
だ
表

彰
を
受
け
て
い
な
い
夫
婦

■
申
込
期
限　

７
月
１
日
㈮

※
詳
し
く
は
申
込
書
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

問 

市
総
務
課
☎
61
・
１
６
０
３

　　

令
和
４
年
度
市
公
民
館
市
民
教
室
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ダ
ン
ス

や
生
け
花
、
描
画
な
ど
の
教
室
を
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
み
な
ま
た
５

月
号
を
確
認
す
る
か
、
市
公
民
館
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
、
勤
務
ま

た
は
、
在
学
し
て
い
る
人

■
申
込
期
限　

６
月
10
日
㈮

問 

市
公
民
館
☎
63
・
８
４
０
２

　

朗
読
で
、
豊
か
な
表
現
力
を
身
に
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

認
知
症
予
防
に

も
な
る
音
読
と
朗
読
の
講
座
を
開
講
し

ま
す
。

■
初
回
開
講
日　

６
月
27
日
㈪
・
そ
の

後
は
毎
月
第
２
第
４
月
曜
日

■
時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

お
れ
ん
じ
館

■
定
員　

５
〜
10
人
程
度

■
受
講
料　

６
千
円
（
初
回
に
徴
収
）

※
資
料
代
な
ど
は
別
途(

千
円
程
度) 

■
講
師　

長
迫
由
希
子
さ
ん(

朗
読
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー)

■
申
込
期
限　

６
月
22
日
㈬

問 

お
れ
ん
じ
館
☎
62
・
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　

毎
日
繰
り
返
す
食
事
だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
の
体
に
あ
っ
た
健
康
の
為
の
食
事

を
続
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
一
緒
に
、

楽
し
く
料
理
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

■
日
程　

７
月
〜
12
月
（
毎
月
第
４
水

曜
日　

10
時
〜
。
11
月
、
12
月
の
み
第

３
水
曜
日
）

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
調
理
室

■
参
加
料　

１
回
７
０
０
円（
材
料
費
・

資
料
代
）

■
定
員　

10
人
程
度

■
講
師　

水
俣
市
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会
会
員

■
申
込
期
限　

７
月
７
日
㈭

問 

市
い
き
い
き
健
康
課

☎
63
・
３
２
０
２

初
心
者
向
け
！

男
性
料
理
教
室
の
参
加
者
募
集

結
婚
50
周
年
の
金
婚
を
迎
え
る
ご

夫
婦
を
表
彰
し
ま
す

お
れ
ん
じ
館
・
朗
読
教
室　

受
講

生
募
集

【
有
料
広
告
】

暑
い
夏
は
も
う
す
ぐ
だ
！

湯
の
児
海
水
浴
場
海
開
き

募
集
募
集

催
し
催
し

市
公
民
館
「
市
民
教
室
」
受
講
生

募
集
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水
俣
・
芦
北
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

で
は
、就
職
機
会
を
創
出
す
る
目
的
で

「
技
能
後
継
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」、「
福

祉
医
療
関
係
職
員
研
修
」を
受
講
す
る

人
へ
受
講
料
を
助
成
し
ま
す
。

■
募
集
す
る
研
修
お
よ
び
助
成
割
合

左
表
の
と
お
り

■
助
成
対
象
者　

水
俣
市
・
葦
北
郡
に

在
住
の
人
、ま
た
は
同
地
域
に
勤
務
予

定
の
人（
勤
務
し
て
い
る
人
も
含
む
）

※
在
職
者
も
受
講
で
き
ま
す
が
求
職
者

優
先
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限　

令
和
５
年
３
月
31
日

問
〒
８
６
９
ー
５
４
６
１
、芦
北
町
芦

北
２
６
７
０
、水
俣・芦
北
地
域
雇
用
創

造
協
議
会
事
務
局（
熊
本
県
芦
北
地
域

振
興
局
内
）
☎
82
・
５
５
７
２

■
日
時
６
月
30
日
㈭　

８
時
50
分
〜

16
時
40
分　

■
場
所　
（
公
社
）
水
俣
・
津
奈
木
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

60
歳
以
上
の
健
康
な
人

■
定
員　

10
人

■
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限　

６
月
20
日
㈪

問
〒
８
６
０
ー
０
８
４
２
、
熊
本
市

中
央
区
南
千
反
畑
町
３
番
７
号
、
熊
本

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
（
公
社
）

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
☎
０
９
６
・
３
１
２・
３
３
１
０
／
FAX

０
９
６
・
３
１
２・
３
３
１
２

ス
キ
ル

ス
キ
ル

刈
払
機
取
扱
安
全
講
習
を
開
催
し

ま
す

就
職
希
望
者
の
た
め
の
受
講
料
を

助
成
し
ま
す

研修名 研修内容 助成割合 定員

技
能
後
継
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー

①床上操作式クレーン
②高所作業車
③玉掛け
④小型移動式クレーン
⑤フォークリフト運転
⑥車両系建設機械運転（整地・
　運搬・積込掘削用）
⑦車両系建設機械運転（解体）
⑧小型車両系建設機械運転　
⑨不整地運搬車両運転

全
額
助
成

①②⑨各２人
③④各８人
⑤１２人
⑥⑧各５人
⑦３人

福
祉
医
療
関
係
職
員
研
修

①介護職員初任者研修
②介護福祉士実務者研修
③医療事務講座
④メディカルドクターズクラー
　ク講座

半
額
助
成

① 5人程度
② 1２人程度
③３人程度
④２人程度

（表）　募集する研修および助成割合

【
有
料
広
告
】
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こ
れ
か
ら
夏
季
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
と

台
風
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
。小
型

船
な
ど
の
船
長
は
次
の
事
項
を
実
施
し
、

安
全
確
保
を
し
ま
し
ょ
う
！

①
出
港
前
に
は
機
関
や
燃
料
等
の
点
検

②
航
行
時
は
常
時
見
張
り
の
徹
底

③
故
障
な
ど
に
備
え
救
助
支
援
者
の
確
保

④
最
新
の
気
象
情
報
の
入
手

　
問 

八
代
海
上
保
安
署
☎
０
９
６
５・37・

１
４
７
７

　

２
０
２
２
年
10
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い

世
代
が
、さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で

い
ま
す
。授
業
は
Ｂ
Ｓ
放
送
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
好
き
な
時
間
に
受
講
で

き
ま
す
。約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科

目
が
あ
り
、１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
出
願
期
限　

８
月
31
日(

第
１
回
）

９
月
13
日（
第
２
回
）

問 

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
９

６・３
４
１・０
８
６
０

　

児
童
プ
ー
ル
開
始
に
伴
い
、
プ
ー
ル

監
視
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

勤
務
時
間
や
期
間
は
相
談
に
応
じ
ま

す
。詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
員　

４
人
程
度（
高
校
生
以
上
）

■
期
間　

７
月
21
日
㈭
〜
８
月
28
日
㈰

■
勤
務
時
間　

９
時
40
分
〜
17
時
10
分

問 
水
俣
市
振
興
公
社
事
務
局
☎
62
・
３

５
０
４

　
「
身
近
に
あ
る
素
材
を
使
っ
て
新
し

い
商
品
を
作
り
た
い
！
」
と
い
う
熱
意

あ
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
！

■
委
託
内
容　

水
俣
・
芦
北
地
域
の
地

域
資
源
を
活
用
し
た
新
商
品
の
開
発
・

商
品
力
ア
ッ
プ

■
委
託
費　

１
事
業
者　

50
万
円
以
内

■
応
募
資
格　

水
俣
・
芦
北
地
域
で
活

動
す
る
事
業
者
な
ど

■
募
集
期
間　

６
月
１
日
㈬
〜
６
月
15

日
㈬

■
募
集
件
数　

５
件
程
度

※
詳
細
は
、
水
俣
・
芦
北
地
域
雇
用
創

造
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
、
ま

た
は
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問 

水
俣
・
芦
北
地
域
雇
用
創
造
協
議

会
事
務
局
（
熊
本
県
芦
北
地
域
振
興
局

内
）
☎ 

０
９
６
６
・
82
・
５
５
７
２

　　

平
成
23
年
に
県
内
す
べ
て
の
住
宅
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
義
務
付
け
ら
れ

て
か
ら
、
６
月
１
日
で
11
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な
る

と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど

で
火
災
を
検
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
機
器
本
体
を
取
り
替
え

ま
し
ょ
う
。

※
設
置
が
必
要
な
場
所
は
、
寝
室
や
階

段
な
ど
で
す
。
階
段
は
寝
室
が
２
階
以

上
に
あ
る
場
合
は
設
置
が
必
要
で
す
。

■
点
検
方
法　

ひ
も
を
引
っ
張
っ
た
り
、

ボ
タ
ン
を
長
押
し
す
る
と
、
音
声
な
ど

で
正
常
に
作
動
す
る
か
ど
う
か
を
知
ら

せ
て
く
れ
ま
す
。

問 

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部
☎
63
・
１
１
９
１

市
立
総
合
体
育
館
本
館
児
童
プ
ー

ル
監
視
員
を
募
集
し
ま
す

伝
言
板

伝
言
板

【
有
料
広
告
】

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

商
品
開
発
・
商
品
力
を
ア
ッ
プ
し

た
い
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
！
！

九
州
一
斉
住
宅
用
火
災
警
報
器

普
及
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

詳
し
く
は
海
上
保
安
庁
が
開
設

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ウ
ォ
ー
タ

ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ガ
イ
ド
」を
見
て

く
だ
さ
い
。

八
代
海
上
保
安
署
か
ら
の
お
願
い
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県
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
（
野

良
猫
）
の
繁
殖
抑
制
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
避
妊
去
勢
手
術
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
者　

県
内
（
熊
本
市
を
除

く
）
に
生
息
す
る
飼
い
主
の
い
な
い
猫

を
保
護
し
、
動
物
病
院
で
避
妊
去
勢
手

術
を
行
う
県
内
在
住
の
個
人
ま
た
は
団

体■
補
助
金
額　

○
オ
ス
１
頭　

上
限
５
千
円

○
メ
ス
１
頭　

上
限
１
万
円

■
募
集
期
間　

〜
令
和
５
年
２
月
28
日
㈪

※
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問 

水
俣
保
健
所
☎
63
・
４
１
０
４

　　

県
で
は
、「
人
と
動
物
が
共
生
す
る

く
ま
も
と
」
を
実
現
す
る
た
め
、「
地

域
猫
活
動
」
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を

補
助
を
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
の
飼
い
主
が
お
ら
ず
、
そ
の
地

域
の
住
民
が
ル
ー
ル
を
作
っ
て
共
同
で

飼
育
管
理
す
る
猫
の
こ
と
を
地
域
猫
と

い
い
ま
す
。
地
域
猫
活
動
は
、
地
域
猫

を
地
域
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
適
切
に

管
理
す
る
こ
と
で
、
環
境
衛
生
の
改
善

な
ど
を
目
的
と
す
る
活
動
で
す
。

■
対
象
者　

地
域
猫
活
動
に
取
り
組
む

県
内
の
自
治
会
な
ど

■
補
助
対
象
活
動　

地
域
猫
の
管
理
、

地
域
猫
活
動
の
啓
発
、
会
合
や
講
習
会

の
開
催 

な
ど　

■
補
助
金
額　

事
業
箇
所
１
箇
所
に
つ

き
上
限
30
万
円

※
申
請
の
受
付
状
況
や
、
提
出
さ
れ
た

事
業
内
容
な
ど
を
審
査
し
た
上
で
、
補

助
金
額
を
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

６
月
17
日
㈮

問 

水
俣
保
健
所
☎
63
・
４
１
０
４

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
は
、

２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
検
査
対
象
計
量
器　

○
商
店
な
ど
で
商
品
の
売
買
に
使
用
す

　

る
は
か
り

○
病
院
、
薬
局
な
ど
で
使
用
し
て
い
る

　

調
剤
用
の
は
か
り

○
学
校
、
病
院
、
保
育
園
な
ど
で
使
用

　

し
て
い
る
体
重
測
定
用
の
は
か
り

○
農
協
、
漁
協
な
ど
流
通
物
資
の
集
荷
、

　

出
荷
用
の
は
か
り

○
宅
配
な
ど
の
運
送
業
者
な
ど
が
貨
物

　

の
運
賃
算
出
用
に
使
用
す
る
は
か
り

○
農
業
、
漁
業
等
の
生
産
者
が
生
産
物

　

な
ど
の
売
買
に
使
用
す
る
は
か
り

■
準
備
物　

計
量
器
（
質
量
計
な
ど
）

■
手
数
料　

１
台
あ
た
り
５
０
０
円
〜

２
２
０
０
円

■
日
時
・
場
所　

左
表
の
と
お
り

問 （一社
）
熊
本
計
量
協
会
☎
０
９
６
・

３
６
７・７
８
１
６
／
熊
本
県
産
業
技
術

セ
ン
タ
ー
計
量
検
定
グ
ル
ー
プ
☎
０
９
６
・

３
６
８・２
１
０
１

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
す
る
避

妊
去
勢
手
術
費
用
を
補
助
し
ま
す

地
域
猫
活
動
を
は
じ
め
て
み
ま
せ

ん
か
？

【
有
料
広
告
】

計
量
器
の
定
期
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う

検査日 検査受付時間 検査場所

6月 14日㈫
10時～ 12時 愛林館

13時 30分～ 16時 東部かっさい市場跡

6月 15日㈬
9時 30分～ 11時 30分 湯の鶴温泉保健センター

13時～ 16時 市立総合体育館

6月 16日㈭ 9時～ 16時 市立総合体育館

6月 17日㈮ 9時～ 14時 30分 市立総合体育館

（表）日時・場所
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県
で
は
、「
夜
間
安
心
医
療
電
話
相

談
事
業
（
♯
７
４
０
０
）」
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　
県
内
在
住
の
主
に
15
歳
以
上

■
相
談
日
時　

毎
日
19
時
〜
翌
朝
８
時

■
相
談
受
付
電
話　

♯
７
４
０
０

※
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
電
話
や
IP
電
話
、
光

電
話
の
場
合
☎
03
・
６
７
３
０・５
９
９
６

■
内
容　

相
談
員
（
看
護
師
な
ど
）
が

夜
間
の
急
な
病
気
や
け
が
な
ど
に
医
療

機
関
受
診
の
必
要
性
や
応
急
手
当
の
方

法
を
助
言
し
、
必
要
に
応
じ
て
対
応
可

能
な
医
療
機
関
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

問 

県
医
療
政
策
課
☎
０
９
６・３
３
３
・

２
２
４
６

　

民
生
委
員
児
童
委
員
、主
任
児
童
委

員
は
、子
育
て
の
悩
み
相
談
や
各
種
子

育
て
支
援
に
つ
な
ぐ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の一環
と
し
て
、広
報
み
な
ま
た
の

「
う
ぶ
ご
え
」欄
に
掲
載
さ
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
の
家
庭
を
訪
問
し
、誕
生
の
お
祝
い
と
、

地
区
の
担
当
者
と
し
て
の
ご
挨
拶
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、72
人
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お

会
い
し
ま
し
た
。困
り
ご
と
が
あ
れ
ば

お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問 
水
俣
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
事
務
局
☎
83・９
６
８
８

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
（
認
知
症
に
対

す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
で

き
る
範
囲
で
手
助
け
す
る
地
域
の
応
援

者
）
の
養
成
講
座
開
催
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
集
ま
り
な
ど
で
認
知

症
に
関
す
る
簡
単
な
学
習
会
を
開
催
し

た
い
場
合
に
も
出
前
講
座
を
開
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
個
人
で
受
講
し
た
い
人

や
職
場
で
受
講
し
た
い
な
ど
希
望
が
あ

れ
ば
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

水
俣
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
62
・
３
０
３
０

◆
介
護
老
人
保
健
施
設 

や
す
ら
ぎ
苑
へ

庄
山
克
士
（
鹿
児
島
県
）

◆
児
童
養
護
施
設
光
明
童
園
へ　

聞
乗

寺
杉
山
智
之
（
埼
玉
県
）、
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
ぽ
す
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
同
盟
熊
本
県
支
部
（
新
栄
合
板
労
働

組
合
）

くらしの情報

　　～地図を丸ごと作れる仕事～
　自己責任と企業責任を常に持ち、高品
質の成果品を作り出していくことはもと
より、地域環境保全への取り組みを通じ
て、社会に貢献することが坂田建設の経
営理念です。
　自分の作った建物、道路が多くの人々
に利用され、生活の一部となる。自分の
作った現在が、この先の未来へと続いて
いく。私たちの仕事はそのような感動を
味わえる仕事です。自分の携わった現場

が完成したときには、地域の創造に携わ
る建設のプロフェッショナルとして、大
きな達成感を得ることができます。
　これからも社員一人一人が成長できる
環境を整え、公私
ともにやりがいを
持った毎日を過ご
していける「よか
ボス・よか社員・
よか企業」を目指
していきます。

坂田建設㈱
代表取締役　坂田 圭一

私たち、
「よかボス」
企業です！

宣言内容は市のホームページで確認できます。

寄
附
・
善
意

寄
附
・
善
意

善
意
の
こ
こ
ろ

（
３
、４
月
受
付
分
、
敬
称
略
）

民
生
委
員
児
童
委
員
に
よ
る

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」

夜
間
の
急
な
病
気
や
け
が
は

電
話
で
相
談
で
き
ま
す

認
知
症
に
関
す
る
学
習
会
を
開
き

ま
せ
ん
か
？

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
み
な
ま
た
５
月
号
の
記
事
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

○
13
ペ
ー
ジ
・「
納
期
は
お
忘
れ
な
く
！ 

納
期
限
＆
口
座
振
替
日
」
の
自
動
車
税

（
種
別
割
）の
口
座
振
替
日

誤
＝
５
月
27
日
㈮

正
＝
５
月
31
日
㈫

○
22
ペ
ー
ジ
・「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
５

月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
」
の
問
い
合
わ
せ

誤
＝
☎
84
・
９
０
９
９

正
＝
☎
84
・
９
９
０
９

○
23
ペ
ー
ジ
・「
第
67
回
恋
龍
祭
」
の
問
い
合

わ
せ

誤
＝
み
ま
た
観
光
物
産
協
会

正
＝
み
な
ま
た
観
光
物
産
協
会

○
27
ペ
ー
ジ
・「
も
や
い
館
受
講
生
募
集
」
の

初
心
者
陶
芸
教
室
日
時

誤
＝
６
月
〜
令
和
４
年
３
月

正
＝
６
月
〜
令
和
５
年
３
月

○
27
ペ
ー
ジ
・「
も
や
い
館
受
講
生
募
集
」
の

初
め
て
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
日
時

誤
＝
第
１
・
２・
３
金
曜
日

正
＝
第
３
金
曜
日
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Information

◆
児
童
養
護
施
設
湯
出
光
明
童
園
へ

三
和
商
事
㈱
松
村
有
格
、
㈱
Ｄ
ａ
ｓ

ｋ
ａ
＆
Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｒ
ｅ
ｅ

◆
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
リ
ー
ブ

の
木
へ　

岡
本
成
道
（
袋
）

◆
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ　

溝
口

月
美
（
八
ノ
窪
町
）、倉
本
妙
子
（
平
町
）、

中
村
成
利
（
丸
島
町
）、
川
野
勇一（
袋
）、

森
田
幸
治
（
白
浜
町
）、吉
本
憲
二
（
薄

原
）、
前
田
ム
ツ
子
（
越
小
場
）、
柏
木

と
も
子
（
湯
出
）、野
中
宣
子
（
白
浜
町
）、

松
下
ス
ミ
子
（
牧

ノ
内
）、
白
坂
廣
志

（
久
木
野
）、
小
規

模
多
機
能
居
宅
介

護
オ
ハ
ナ
、Ｊ
Ｎ
Ｃ

労
働
組
合

赤

編
集
後
記

▼
５
月
21
日
、
寒
川
地
区
で
行
わ

れ
た
「
棚
田
の
あ
か
り
」
に
、
取

材
に
行
き
ま
し
た
。
会
場
で
は
最

初
に
、
伝
統
芸
能
の
踊
り
を
子
ど

も
た
ち
が
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
生
懸
命
踊
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

を
見
て
、
と
て
も
元
気
を
貰
い
ま

し
た
。
夜
は
た
い
ま
つ
で
照
ら
さ

れ
た
幻
想
的
な
棚
田
を
み
ん
な
で

う
っ
と
り
見
物
。
こ
れ
か
ら
、
地

域
の
出
来
事
に
取
材
に
行
く
こ
と

が
さ
ら
に
楽
し
み
に
な
り
、
ま
た

頑
張
ろ
う
思
っ
た
１
日
で
し
た
。

棚
田
の
あ
か
り
の
記
事
は
次
号
で

紹
介
す
る
の
で
お
楽
し
み
に
！

▼
５
月
号
に
続
い
て
か
わ
い
い
子

ど
も
の
写
真
を
表
紙
に
使
い
ま
し

た
。
そ
の
割
に
、　

は
子
ど
も
と

戯
れ
る
の
は
不
慣
れ
な
の
で
す
が
、

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
る
と
子
ど
も

が
自
ら
寄
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
笑

自
分
の
決
め
ポ
ー
ズ
で
撮
ら
せ
て

く
れ
る
子
も
い
て
本
当
に
か
わ
い

い
。
今
回
掲
載
で
き
な
か
っ
た
子

ど
も
た
ち
ご
め
ん
よ
！
保
護
者

の
皆
さ
ま
も
好
意
的
に
写
真
を
撮

ら
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。「
う
ち
の
子
撮
っ
て
！
」

「
私
を
使
っ
て
！
」
と
い
う
人
は
、

ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね

Information

86 歳　旭町86歳　旭町

89歳　長崎89歳　長崎

100歳100 歳　湯出　湯出

47歳　湯出47歳　湯出

70歳　山手町70歳　山手町

81歳　明神町81歳　明神町

63歳　袋63歳　袋

85歳　古城85歳　古城

81歳　浦上町81歳　浦上町

86歳　陣内86歳　陣内

81歳　白浜町81歳　白浜町

75歳　石坂川75歳　石坂川

98歳　古城98歳　古城

92歳　八幡町92歳　八幡町

92歳　栄町92歳　栄町

77歳　葛渡77歳　葛渡

93歳　初野93歳　初野

89歳　古城89歳　古城

88歳　丸島町88歳　丸島町

87歳　初野87歳　初野

80歳　越小場80歳　越小場

96歳　桜ヶ丘96歳　桜ヶ丘

70歳　初野70歳　初野

101歳101 歳　薄原　薄原

大大
おおとお お と

戸戸　正正
まさおま さ お

男男

緒緒
おがたお が た

方方　ノブ子　ノブ子

勝勝
かつめか つ め

目目　ミツエ　ミツエ

神神
かみざきかみざき

﨑﨑　理理
り かり か

香香

坂坂
さかもとさかもと

本本　末末
すえとしすえとし

利利

坂坂
さかもとさかもと

本本　照照
てるおて る お

夫夫

立立
たてまるたてまる

丸丸　裕裕
ゆ み こゆ み こ

美子美子

谷谷
たにぐちたにぐち

口口　哲哲
てつろうてつろう

郎郎

中中
なかじまなかじま

島島　庸庸
つねおつ ね お

雄雄

長長
ながたな が た

田田　トシ子　トシ子

野野
のなかの な か

中中　春春
はるゆきはるゆき

行行

箱箱
はこざきはこざき

﨑﨑　賢賢
けんいちけんいち

一一

花花
はなくさはなくさ

草草　フキコ　フキコ

花花
はなだは な だ

田田　冨冨
ふ じ ゆ きふ じ ゆ き

士雪士雪

深深
ふかみふ か み

水水　利利
としこと し こ

子子

淵淵
ふちがみふちがみ

上上　文文
ふみひろふみひろ

博博

本本
ほんだほ ん だ

田田　スエ子　スエ子

本本
ほんだほ ん だ

田田　酉酉
とりおと り お

夫夫

松松
まつだま つ だ

田田　キヨ子　キヨ子

宮宮
みやざきみやざき

﨑﨑　賢賢
けんいちけんいち

一一

森森
もりやまもりやま

山山　光光
みつのぶみつのぶ

信信

山山
やまうちやまうち

内内　ユキエ　ユキエ

山山
やまもとやまもと

本本　真真
ま ゆ みま ゆ み

由美由美

吉吉
よしもとよしもと

本本　チヨ　チヨ

●●おくやみおくやみ
　（4/15～5/14受付分・敬称略）　（4/15～5/14受付分・敬称略） ●うぶごえ（4/15 ～ 5/14 受付分）

汐見町

汐見町

陣内

古城

南福寺

丸島町

袋

石坂川

長野町

H e l l o Baby

鬼
おにつか

塚 美
うる は

巴

坂
さかもと

本 亜
あ か り

花里

島
しまだ

田　とあ

田
たなか

中 叶
の あ

愛

中
なかむら

村 匠
たく と

杜

福
ふくしま

島 颯
そう た

太

藤
ふじもと

本 琉
りゅうせい

聖

渕
ふちがみ

上 悟
さとる

山
やまもと

本 涼
りょうま

真

くん

ちゃん

ちゃん

くん

くん

くん

ちゃん

ちゃん

くん

JNC労働組合

平

平



く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

○
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
と
、月
〜
金
曜
日
の
17
時
15
分
以
降
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通

　

報
は
、☎
61
・
１
６
４
６
／
☎
63
・
１
１
１
１
ま
で

○
困
り
ご
と
・
お
悩
み
は
、市
民
相
談
室
へ 

☎
61
・
１
６
４
３
（
原
則
、
火
・
木
・
金

　

曜
日
の
９
時
〜
12
時
）

水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

新型コロナウイルス感染症の影響により、
掲載しているイベントが中止・延期とな
る可能性があります。詳しくは、各イベ
ントの主催者に問い合わせてください。

●こころの健康相談
（14:00～ 水俣保健所）
※要予約☎63-4104

● 1 歳６カ月児健診
　【令和 2年 11月生】
（12:45～ 市保健センター）

■八代年金事務所出張相談
（9:30～15:30 もやい館）
※要予約☎0965-35-6123

●６カ月児健診
　【令和 3年 11月生】
（12:45～ 市保健センター）

■八代年金事務所出張相談
（9:30～15:30 もやい館）
※要予約☎0965-35-6123
● 3 歳６カ月児健診
　【平成 30年 11月生】
（12:45～ 市保健センター）

■水俣漁師市
（９:00 ～ 丸島新港）
■すまいる食堂
（11:00 ～13:00
　市ふれあいセンター）

■行政相談
（9:00 ～12:00

市民相談室）

■市民公開講座
（17:00 ～19:00
 水俣環境アカデミア）

■税務相談
（13:00 ～16:00

市民相談室）
■子ども地域食堂ポパイ
（11:00 ～12:30

　オリーブの木）

21 3

98 10

16 17

2322 24

30
29

4

15

25

18

11

■大関山風力発電事業
　住民説明会
（18:00 ～20:00
もやい館３階もやいホール）●こころの健康相談

（14:00～ 水俣保健所）
※要予約☎63-4104

■法律相談
（10:30 ～12:30

市民相談室）
※要予約☎ 61-1640

■もの忘れ相談会
（8:30 ～17：15
  地域包括支援センター）

■防犯講座
（13:30 ～
　市ふれあいセンター）

■刈払機取扱安全講習
（8:50~16:40
　水俣・津奈木シルバー

人材センター）

◆市議会 6月定例会
　【6/2 ～6/23】

■花いっぱい運動
（10:00 ～ 15:00
エコパーク水俣ナーサリー）

【～ 6/3】

■爆笑落語四人会
（19:00~
もやい館３階もやいホール）

■特設人権相談
（10:00 ～15:00
市役所 3階会議室C）

○当番医・当番薬局は変更になる
　ことがあります。受診前に、電
　話で確認してください。
○イベントなどの日時や場所は変
　更になることがあります。

当番医

日 当番医

5 水俣協立病院
☎ 63-1704

12 水俣協立病院
☎ 63-1704

19 本田レディースクリニック
☎ 63-2019

26 深水医院
☎ 63-6390

日 当番薬局

5

おれんじ薬局
☎ 63-9388
さくら薬局
☎ 63-7100

12

平和薬局センター店
☎ 62-0230
さくら薬局
☎ 63-7100

19

あかね薬局
☎ 68-2356
谷川薬局
☎ 63-7535

26

日本調剤水俣薬局
☎ 68-2193
みつば調剤薬局
☎ 69-3010

当番薬局

日 Sun 月 Mon 火 Tue

66 月月

水無月

●母子手帳交付・育児相談
（8:30～13:00

市保健センター）

●母子手帳交付・育児相談
（8:30～13:00

市保健センター）

● 4 カ月児健診
　【令和 4年 2月生】
（12:45～ 市保健センター）

5 6 7

13 14

20

21

28

19

26 27

●母子手帳交付・育児相談
（8:30～13:00

市保健センター）
■朗読教室
（13:30~15:30

　おれんじ館）

◆第１回水俣市
　教育支援相談会
（9:30～16:30

市公民館本館）
【～ 6/16】

■生け花ミニ花展
（市役所 1階ホール）

【～ 6/17】
■計量器定期検査
（10:00~　市内 4カ所）

【～ 6/17】

12

■グリーンカーテンを作ろう
（10:30 ～12:00

県環境センター）

■子どものスポーツ応援
　プログラム
はじめてスポーツ

（10:00 ～12:30
エコパーク水俣）

※要電話申込（6/11まで）
エコパーク水俣管理事務所

☎ 62-7501

●母子手帳交付・育児相談
（8:30～13:00

市保健センター）

■行政相談
（9:00 ～12:00

市民相談室）

■若者サポートステーショ
　ンやつしろ出張相談会
（13:30～ 16:30

ハローワーク水俣）
■初心者陶芸教室
（19:00~21:00

もやい館）
【毎月第 1・2・3火曜日
　　　~令和 5年 3月】

■若者サポートステーショ
　ンやつしろ出張相談会
（13:30～ 16:30

ハローワーク水俣）

■防災講座と
　ミニコンサート
（13:30 ～
　市ふれあいセンター）

■湯の児海水浴場海開き
（11:00~

湯の児海水浴場）

■クリアカヌーとヒメタツ
　ライブ中継
（10:00 ～15:00

湯の児海水浴場）
※体験料金　 5 千円
　（事前申込優先）
※マルシェもあります
みなまた観光物産協会

☎ 63-2079
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１_リニューアルしたふれあい館  2_ 花の苗を無料で配布
３_ エコバラちゃんも登場。子どもたちに大人気！

　

５
月
８
日
、
ふ
れ
あ
い
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し

て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
サ
ラ
ダ
玉

ね
ぎ
詰
め
放
題
や
恋
路
カ
キ
販
売
、

新
茶
の
無
料
配
布
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
同
時
に
雑
貨
や
衣
類
な
ど

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
開
催
さ

れ
、多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
ふ
れ
あ
い
館
は
、
屋
根
を

修
繕
し
た
他
、
地
面
が
木
目
調
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
改
修
さ
れ
ま
し

た
。
放
送
設
備
も
新
し
く
な
り
、

よ
り
使
い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課
☎
61
・
１
６
１
８

水俣市駅前広場（ふれあい館）がリニューアル！！

1

3

フォトリポート◀ 記事に関係する SDGs のゴール

2

　
「
道
の
駅
み
な
ま
た
」
が
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
し
て
約
１
カ
月
が
た
ち
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
通
し
て
皆
さ
ま

か
ら
注
目
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
人

に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
自

身
、
記
念
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
配
布
や
施
設

の
案
内
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
、
貴
重

な
機
会
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
今
後

の
活
動
に
生
か
せ
る
良
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

　

私
が
二
輪
ラ
イ
ダ
ー
だ
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、「
道
の
駅
」
と
い

う
存
在
に
関
し
て
は
並
々
な
ら
ぬ
関
心

と
情
熱
を
持
っ
て
い
ま
す
！
ラ
イ
ダ
ー

が
初
め
て
訪
れ
る
土
地
へ
向
か
う
と
き
、

ま
ず
は
道
の
駅
を
目
指
す
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
わ
か
ら
な
い
土
地
で
も
道
の
駅

に
行
け
ば
、
土
地
の
情
報
収
集
・
休
憩
・

お
み
や
げ
・
食
事
や
デ
ザ
ー
ト
・
別

の
ラ
イ
ダ
ー
と
の
出
会
い
…
と
い
っ
た
、

ラ
イ
ダ
ー
が
願
い
、
求
め
る
も
の
の
全

て
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
こ

に
行
け
ば
ラ
イ
ダ
ー
に
と
っ
て
何
か
期

待
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
の
が
、
私
の
考

え
て
い
る
「
道
の
駅
」
像
で
す
。

　

道
の
駅
み
な
ま
た
を
通
し
て
水
俣
の

フ
ァ
ン
が
一
人
で
も
増
え
、
来
訪
者
は

も
ち
ろ
ん
、
水
俣
に
住
ん
で
い
る
皆
さ

ん
に
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
協
力
隊
と
し
て
、
ア
イ
デ
ア
出
し

や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
と
い
っ
た
、
ア
ク
シ

ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い
き

ま
す
！

SH
O
 T
IM
E!

シ
ョ
ー
タ
イ
ム
！

SNSで活動を随
時投稿中です♪▲インスタグラム▲フェイスブック

ー地域おこし協力隊・本山祥
しょう

活動レポートー  Vol.3

使用施設 6時半～17時 17時～ 22時

ステージ（1時間） 600円 700円

広場（1時間） 400円 500円

放送設備（1回） 2000円

コンセント（1回） 100円

▼ふれあい館の使用料（営利目的の場合）

BBQ やイベントなどに利用しませんか？

限定缶バッチをどうぞ！

▲来館者のお出迎え

※営利目的外（会費を徴収しない交流会など）は無料（要申込）
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問い合わせ先

第 77回熊本県民体育祭
水俣市・葦北郡大会実行委員会事務局
〒867-0000 熊本県水俣市中央公園１番地
☎０９６６－６３－８７７７
℻  ０９６６－６３－８７７８
メール：minaashi-kentai@eos.ocn.ne.jp

ＳＮＳや大会 HPで情報発信中！

大会に関するいろいろな情報を発信しています。
気軽にいいね！とフォローしてください。

インスタグラム フェイスブック 県スポーツ協会

９月17日㈯、
18日㈰開催！

９月17日㈯・18日㈰に、水俣・
芦北地域で開催する熊本県民体
育祭の情報を全７回にわたり掲
載していきます。今月号は広告協
賛と広告掲示のお願いです。

水葦県体

みなでつなごう 
希望 あしたへ

通信 ❸

　

熊
本
県
民
体
育
祭
水
俣
市･

葦
北
郡
大
会
開
催
に
伴
い
、
広

告
協
賛
に
よ
る
協
力
団
体
（
事

業
所
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

６
月
１
日
㈬
〜

７
月
29
日
㈮

※
広
告
原
稿
締
切　

８
月
５
日
㈮

▼
応
募
資
格　

第
77
回
熊
本
県

民
体
育
祭
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

企
業
・
団
体
・
個
人
。
各
種
法

令
に
違
反
し
て
い
る
も
の
な
ど

は
除
く
。

▼
応
募
方
法　

専
用
の
申
込
書

に
記
入
し
、
窓
口
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
県
体
事
務
局
備
え

付
け
か
水
俣
市
・
芦
北
町
・
津

奈
木
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
広
告
紙
印
刷
部
数

　
競
技
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
約
３
５
０
０
部

ポ
ス
タ
ー
・
の
ぼ
り
旗･

チ

ラ
シ
の
店
頭
掲
示
に
協
力
い
た

だ
け
る
人
は
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
広
告
の
種
類

・
ポ
ス
タ
ー　

　

Ｂ
２
サ
イ
ズ
、
カ
ラ
ー　
　

・
の
ぼ
り
旗　

　

ピ
ン
ク
、
黄
色
、
青
、
緑

・
チ
ラ
シ　

　

Ａ
４
サ
イ
ズ
、
両
面
刷　
　
　
　

広
告
協
賛
募
集

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

掲
示
依
頼

広告枠 金　額

６分の１   5,000 円（１口）

３分の１ 10,000 円（２口）

３分の２ 20,000 円（４口）

全面 30,000 円（６口）

▼広告枠

※競技別プログラム（Ａ４サイズ）
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当
社
は
、
プ
ラ
ン
ト
設
計
・
施
工
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ

に一貫
し
た
体
制
で
応
え
る
総
合
企
業

で
す
。

　
「
活
力
」と「
信
用
力
」、「
技
術
力
」

を
大
切
な
価
値
観
と
し
て
、
事
業
の

存
続
・
成
長
と
従
業
員
・
家
族
の
幸

福
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、世
の
た
め
、

人
の
た
め
に
な
る
組
織
で
あ
り
続
け

る
こ
と
を
企
業
理
念
に
掲
げ
事
業
活

動
に
取
り
組
み
、
一
昨
年
、
設
立
50

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
全
国
か
ら
化
学
プ
ラ
ン
ト
や

産
業
用
ガ
ス
関
連
の
供
給
設
備
、
最

近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
製
造
関

連
の
医
薬
品
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

ニ
ー
ズ
な
ど
に
対
応
し
、
業
績
を
拡

大
し
て
き
ま
し
た
。
宇
宙
航
空
関
連

分
野
で
も
、
当
社
の
技
術
は
高
い
評

価
と
信
頼
を
得
て
お
り
、ロ
ケ
ッ
ト
の

打
ち
上
げ
に
長
年
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
を
生
成
す

る
際
に
残
る
環
境
に
有
害
な
塩
化
ビ

ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
を
取
り
除
く
脱
モ
ノ
マ

ー
設
備
の
製
造
技
術
は
、
近
年
の
環

境
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
も

あ
り
、海
外
か
ら
も
需
要
が
あ
り
ま
す
。

　

建
設
業
界
が
今
取
り
組
む
「
新
３

Ｋ
」
＝
「
給
料
が
高
い
・
休
暇
が
取

れ
る
・
希
望
が
持
て
る
」
を
実
現
す

る
た
め
職
場
環
境
の
改
善
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
昨
年
県
の

ブ
ラ
イ
ト
企
業
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
員
の
技
術
力
向
上
の
た
め
、
資

格
取
得
費
用
の
助
成
や
取
得
時
の
奨

励
金
、
資
格
手
当
付
与
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
新
し
く
研
修

へ
の
派
遣
や
実
技
訓
練
を
取
り
入
れ
、

若
手
の
人
材
育
成
と
と
も
に
、
地
元

雇
用
や
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
の
受
け
入

れ
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
当
社
の
強
み
で
あ
る
設
計
か

ら
施
工
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
の一
貫

体
制
を
生
か
し
、
顧
客
の
期
待
と
信

頼
に
応
え
、
次
の
50
年
に
向
か
っ
て

社
員一丸
と
な
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
。

な
みなまた

事業所ファイル事業所ファイル
元元

第43巻

代表取締役社長
松田幸久 さん

所在地　丸島町１-2-15
創　業　昭和 45年 12月
従業員数　59人
事業内容　
○プラントの機械装置の
　据付・メンテナンス
○配管工事の設計・施工
○電気・計装工事の設計・施工

JNCセントラル株式会社

▲高度な専門の資格を有する社員
が技術を支えています。

広
報
み
な
ま
た

2022 N
o.1442

◆
編
集
・
発
行
／
市
長
公
室
秘
書
広
報
係

　
〒
867

-8555　
熊
本
県
水
俣
市
陣
内
１
-１
-1

◆
連
絡
先
☎
0966-61-1655

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
https://w

w
w
.city.m

inam
ata.lg.jp

◆
発
行
日
／
令
和
４
年
6
月
1
日

◆
印
刷
／
有
限
会
社
あ
す
な
ろ
印
刷

見
や
す
く
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

6

おうちで 簡単

給食レシピ

●作り方
①　鶏もも肉に下味Aをもみ込み、
　　冷蔵庫で３０分程おいておく。
②　片栗粉をまぶし、油で揚げる。

「鶏のから揚げ」

●材料（作りやすい分量）
鶏もも肉（６切れ）
おろしにんにく
おろししょうが
うすくち醤油
こいくち醤油
料理酒
塩
片栗粉
揚げ油

３００ｇ
小さじ１／２～
小さじ１／２～
大さじ１／２
大さじ１／２
大さじ１／２
ひとつまみ

適量
適量

【ひとくちメモ】
子どもたちに大人気のメニューの一つで
す。給食では１度揚げですが、家庭では
２度揚げするとカリッと仕上がりよりお
いしくなりますよ。

A
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